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一
言語文化を守る機械翻訳

     東芝 ソ リュー シ ョン株式会社

プラ ッ トフォー ム ソリュー シ ョン事業部 熊野 明

 多くの人で混雑する週末のショッピングモー

ル。すれ違 う人の声に耳を傾けると、 日本語と異

なる言葉が聞こえる。中国語や韓国語の会話 とわ

かる。

 我が国の観光庁は、2020年 の東京オリンピッ

ク、パラリンピックの開催に向け、外国人に対す

る対策を始めた。交通インフラや多くの人が利用

する施設の案内に、 日本語以外の表記を併記する

よう指針で求めている。まず必要なのは外国人に

わかる英語である。 "Kokkai-gijidou"の ような

単純なローマ字表記は、外国人に とって意味がな

い。さらに必要に応 じて、中国語、韓国語も加え

る。当然の動きであるが、もっと早く始めるべき

だった と感 じている人も多いだろう。

 もちろんその先には、単なる案内表示だけでな

く、日本人 と外国人のコミュニケーションのツー

ルも求められる。機械翻訳の技術に期待がかか

る。

 一方、地球上には数千種類の言語があるが、急

速にその数を減 らしていると聞く。2週 間に一つの

言語が失われているらしい。想像 し難い速 さであ

る。それ らの多くは、少数民族で使われている言

語であり、保存はおろか記録 も難 しい。そもそも

言語の保存には、それを使いこなす話 し手が必要

だ。話 し手がいなくなった時点で、その言語は消

滅 してしまう。

 どうして言語が失われてしまうのか。話し手が

いなくなるのか。異なるコミュニティから新たな

情報や技術を取り入れるためには、それを伝える

手段が必要である。情報共有のために利用可能な

言語を選択する。 この伝達行為を地球レベルで進

めると、その手段は英語を中心とした言語群に収

束する。今 日急速に進むグローバル化 と大量の情

報の中で、英語を中心とした情報共有は避けられ

ない。                     1

 同様の状況は、日本国内でも見られる。 日本で

は方言を話す人の数が減ってきたと聞く。標準語

を共通語 として使用するなかで、方言の優位性が

少なくなっているからである。 しかし、本当にそ

うだろうか。少数言語や方言でしか表せない文化

もあるはずである。

 機械翻訳技術は、入力言語と出力言語の関係を

分析 し、それを利用 して人間の翻訳活動を再現す

る。翻訳の手法によりその形に違いはあるが、人

力言語と出力言語に関する知識を言語資源 として

備えている。 この言語資源によって、言語そのも

のを保存することができると考える。

 Googleが 公開している翻訳サービスは次第に言

語の種類を増や し、2014年3月 現在で80種 類の言

語を扱える。 このように蓄積した言語資源は、各

言語の特徴を表現したものであり、言語を再現す

るための貴重なデータである。これはそのまま、

言語を保存する一手段とな りうる。

 さらに'歩 進み、文化としての言語、言語文化

を守るためには、深い技術が必要だろう。少数民

族の言語や日本各地の方言を、単なる標本として

保存することは、言語文化を守ることにはならな

い。具体的に表現されている言語現象を分析 し

て、その奥に存在する文化の源を見つける必要が

ある。

 これまでに保有 し、さらにこれから蓄積する大

規模な言語資源を活用することにより、言語文化

そのものを守ることができないだろうか。少数言

語や方言の場合は、データの収集が容易ではな

い。 しか し、十分な言語資源を収集 し、最新技術

で分析することができれば、言語文化の源として

見えてくるだろう。言語消滅の速 さとの競争であ

る。



一
                  機械翻訳事始め[II]

アジア太平洋機械翻訳協会理事 坂本義行

1. 1960年 代 前 半 の活 動

 情 報 処 理 学 会 が で き 、 そ の 学 会 誌 「情 報 処 理 」 が 発

刊 され 、1960年7月 号 、学 会 誌 第1号 に 「計 算 しな い

計 算 機 」 とい う題 で 、工 業 技 術 院 電 気 試 験 所 の 和 田弘 氏

が論 文 を書 か れ て い る。1)

 1, 文宇 の認 識

 そ の 内 容 は 、 まず 最 初 に文 字 を 読 む 機 械 につ い て 、

電 子 計 算機 が 符 号(code)だ け しか 読 めな い の で 、人 間

に読 め る文 字 が 読 め な い現 状 は不 便 です 。そ こで機 械 に

人 間 の 文 字 を 読 ませ よ う とす る努 力 は、い くつ か の 方 法

が 発 表 され て い る。

 電 気 試 験 所 で は 、800個 の ゲ ル マ ニ ュー ム ダイ オー

ドを 用 い て 、普通 の 英 文 タイ プ に あ る 文字 や 記 号 の合 計

73文 字 が 読 め る装 置 を 開発 した。 この よ うな研 究 は 、

イ ギ リス のManchester大 学 、ア メ リカ のM.1.T.やBel1

研 究 所 で も始 め られ て お り、音 声認 識 に つ い て も京 都 大

学 、東 北 大学 、名 古 屋 大 学 、電気 試 験 所 な どで研 究 され

て お り 、 これ ら を 対 象 と す る 研 究 をpattern認 識

(recognition)と 呼 ん で い る と述 べ られ て い る。

 2。  外 国 語 の翻 訳

 外 国 語 を機 械 で翻 訳 させ る研 究 は逐 語 訳 か ら始 ま り

ま した。欧 米 語 は ソ連 を含 め て、同 じ系統 か ら発 してい

る の で 、 ・つ の 文章 の 中 で単 語 の 相 互 の 位 置 に は 、あ ま

り大 き な違 い が あ りま せ ん。

 わ れ われ は 、semanticな 研 究 よ りも 、 ま ず 構 文 的

(syntactic)な 研 究が 必 要 だ と判 断 した 。

 英 日翻 訳 を考 え、 文 章 を 単 純 な もの だ け と した。 訳

文 は仮 名 文字 で 、分 か ち書 き して 打 た せ た 。この 翻 訳 結

果 は 、前 に紹 介 してい る。 そ して 、実 用 化 の た め に は 、

vocabularyを 増 す こ とが 必 要 で す が 、 研 究 と して は 欧

米 で や って い る よ うなsemanticな もの へ 移 行 す べ き段

階 に 到 達 した と 思 っ て い ま す が 、 そ れ に もmachine

learningの 考 え を必 要 とす る。 さ らに 、 九州 大 学 、 教

育 大 学 で も研 究 が始 め られ て い る と述 べ られ て い る。

 3. 要 約機

 論 文 を 要約(abstract)す る必 要 が あ りま す 。で き る こ

とな ら、 よ い論 文 は機 械 を通 して も一 語 も減 らな いが 、

まず い 論 文 は何 も残 らな い よ うに した い も の です 。

 採 用 した 方 法 は 、英 文 の 単 語 を意 味 の あ る単 語 と意

味 の な い単 語 に 分 け て 、 意 味 の あ る の は名 詞 だ け と し、

そ の 頻 度 を計 算 し、あ る数 以 上 の頻 度 の 単語 を選 び 出 す。

論 文 を読 み 込 み 、単語 が あ る数 以 上 含 まれ て い る 文 だ け

を印 字 させ る。

 例 え ば 、 「猫 の 首 に 鈴 をつ け る鼠 の 相 談 」 とい う寓話

を この 方 法 で 、 要 約 させ る と、

    The cat killed some of the mice,

    Put a bell on the cat.

    But who is going to put the bell on the cat?

の3文 が印 字 され る。 注 目 した単 語 がcat, mouse, bell

の3語 で あ っ て 、 上 の 文 で は それ らの語 が2個 以 上 含

ま れ て い た た め で す。1,000語 程 度 の 文 章 で あ れ ば 、「ヤ

マ ト」 を使 う と、約17分 で 要 約 され ます 。

 今 後 はsyntacticな 考 え 、単語 の つ な が り、三 段 論 法

な ど を考 慮 に 入 れ て 改 善 す る つ も りで す が 、 こ こに も

machine learningの 問題 が 潜 ん で い る。

 4. 検 索 機

 論 文 を 読 ん で 、今 後 の 参 考 に した い と感 ず る と、我 々

は 著者 名 、雑 誌 名 、そ の番 号ペ ー ジ 、発 行 年 月 、論 文 の

標 題 、お よび 内 容 の 要約 とか備 考 な どを 記録 、保 存 して

い ます 。 これ を機 械 化 して 、能 率 を 高 め る こ と を企 て ま

した。 これ らの 事 項 をテ ー プ に 打 って 機 械 に いれ る と、

磁 気 テ ー プ に記 録 、保 存 され ます 。必 要 な時 に、そ れ ら

の どれ か の項 を この 機 械 にい れ る と、該 当す る論 文 全 部

につ い て 、上 記 の 事項 を 自動 的 に 打 ち 出 して くれ る検 索
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機(indexer)を 最 近 完成 しま した。

 将 来 、 何 とか して 、 同 じも の は 一 か 所 に ま とめ 、 古

い もの は忘 れ て(整 理 して)、 ま た ひ とつ の こ とが い ろ

い ろ の 角 度 か ら 取 り 出 せ る よ う に 、 例 え ば 、

cross-referenceと い うよ うな概 念 を 導 入 して 、 要す る

に 合 理 的 な 整 理 方 法 を 案 出 した い と念 じて お りま す 。

 5. む す び

 現 在 の と ころ 計 算 機 が利 用 され て い る の は 、 演 繹 的

(deductive)に 書 か れ た 数値 計算 に 限 られ て い ま す。定理

を 証 明す る よ うな 帰 納 的(inductive)な こ とは ま だ で き

ませ ん。

 ま た 、 先 ほ どか ら述 べ て き た と こ ろの 諸 例 は 、 い ず

れ も多 量 の デ ー タ を整 理 して 共 通 な本 質 と も い うべ き

もの を求 め た うえ 、判 断 す る性 質 の こ と、す な わ ち帰 納

的 な こ とで して 、人 間 の 学 習 課 程 に 似 た 内 容 の こ とで す 。

machine learningと 呼 ばれ る所 以 です 。

 本 日誕 生 した情 報 処 理 学 会 が壮 年 に な る こ ろ の こ と

を想 う と、意 見 な り思想 を表 す 文 章 も、この 計 算 機 に か

か っ て い る で し ょ う。司 法 か ら始 ま っ て 、行 政 か ら政 治

ま で も 、や が て これ らの機 械 に よっ て 処 理 され る こ と も

夢 とば か り片 づ け られ ませ ん。

 そ れ が 実 現 され る た め に は まつ 述 語 論 理 につ い て 、

帰 納 的 な理 論 が確 立 され る こ とが 望 まれ ま す。そ して そ

の 際 に も 、言 葉(単 語)は 、elementと して 残 りま しょ う。

単 語 の 意 味 とい う もの は数 値 と違 っ て 先 に 述 べ た よ う

に 曖 昧 な 点 が あ りま す が 、数 学 、こ と に代 数 学 は われ わ

れ の 知 っ て い る よ うな 単 純 な数 や 文 字 を 対 象 とす る こ

とか ら離れ て 、複 雑 な集 合 の よ うな抽 象 的 な対 象 を操 作

す る 方 向 に 進 ん で い ま す か ら、単語 や 文 章 の解 明 に大 い

に 参 考 に な る こ と と思 わ れ ま す。

 こ と に 、 日本 語 を科 学 的 に 考 察 し改 善す る こ と は必

要 で 、これ を怠 る と機 械 文 明 の 進 歩 に もか か わ らず 、日

本 人 の生 活 に は 向 上 しな い 面 が 残 され る こ とに な りは

しな い か と案 ぜ られ ま す 。

 半 世紀 以 上 も前 、 トラ ン ジ ス タ ー で や っ と計 算 機 が

で き、プ ロ グ ラ ミン グ言 語 と して は 、機 械 語 しか な か っ

た時代に、言語処理の未来を予測 した論文を投稿 された

先輩、和田氏の先見性に(私 、坂本は)驚 かされま した。

2, 1962年

 前 掲 の2年 後 、「情 報 処理 」2)のVo1.3,No.3,1962年

 5月 号 に和 田氏 が機 械 翻 訳 の 現状 を解 説 され て い ます 。

 1.現 状

 まず 、前 号で 私 が 報 告 した よ うな1960年 以 前 の 世 界

で の研 究 ・開 発 の状 況 報 告 を 行 い 。

 問 題 の 所 在 と して 、 文 中 の 単 語 の 位 置 が ヨー ロ ソバ

言 語 間 で は 、殆 ど同 一 な の に 比 べ 、 日本 語 で は 、大 き く

異 な る と述 べ 、

 機 械 翻 訳 にお い て は 両者 は 総 合 的 に研 究 され ね ば な

らな い。 研 究 は

     1.   外 国語 を整 理す る

    2.  整 理 され た 内 容 を機 械 に教 え る

    3.   訳 文 を合 成 す る

の3段 階 に 分 け られ る。各 国 の 研 究 状 況 を見 る と、逐 語

訳 か ら一 歩 進 ん で 、構 文 の 分 析 に関 心 が 持 た れ る 時 代 に

な っ て い る。自国 語 を 合 成 す る こ とに は ま だ あ ま りカ が

注 がれ てい ない よ うだ。

 2.言 語 を計 算 機 へ

 2.1.処 理 方 法

 文 字 の 表 示 法 と して 、 ア ル フ ァニ ュ メ リッ クの2進

法 表示 と引 き算 に よ るそ の 照 合 方 法 に つ い て述 べ 。つ ぎ

に 単語 辞書 につ い て 、派 生 語 を含 め て見 出 しを ど うす る

か。 さ らに 、そ の 配 列 方 法 。使 用 頻 度 順 に配 列 す るの も

一 つ の 方 法 で あ ろ う と述 べ られ て い る
。

 語 尾 処 理 に は 、 サ ブル ー チ ン とい う手 法 を 用 い る と

機 械 に 便利 だ と も述 べ られ て い る。

 文 型 の決 定 で は 、単 文 の 処 理 で 、 単 文 は1三語 、 述 語

を含 ん で い て 、そ の述 語 の性 質 で 目的語 あ る い は補 語 を

必 要 とす る。 こ の こ とは 四則 演 算 がaxbの よ うに必 ず

2個 の数 値 を操 作 す る の と違 う点 で あ る。文型 を機 械 的

に確 認 させ る方 法 と して 、tableを 用 い る こ とに よ って 、

容 易 に照 合 が とれ る。た だ し、多 品 詞 語 に は 苦 しめ られ

る とも述 べ られ て い る。
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 2.2.プ ロ グ ラム

 処 理 手 順 を具 体 的 に 表示 す るた め に 、流 れ 図 を つ く

る必 要 が あ る。 これ を 第1図 に 示 す 。 さ らに 、語 尾 変 化

を処 理 す るブ ロ ッ ク をsubroutineを 使 って 行 う。 最 後

に 、この よ うな 詳 細 図 を機 械 の持 つ 「命 令 」 の系 列 を使

って 表 示 しな け れ ば な らな い 。 命 令 を機 械 語 と もい う。
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           第1図

 われわれが翻訳(電 気試験所の 「ヤマ ト」)に 当たっ

て使いたい命令形の単語は機械に備わっている命令に

は備わっていないし、これ らでは表現できないように感

じられる。これが機械翻訳の一つの降路になっているよ

うだ。しかし、これを機械でや らせ ようとするからには、

命令で表せ るような工夫が必要だ。

 その要領を述べよう。"axb"な る演算は、

 23

× 14

29

3

 

2

322

が示 す とお り、九 九 、左 へ の桁 送 り、加 算 、 とい う操 作

を積 み 重 ね た結 果 で あ る。この よ うに 単純 な操 作 を集 合

と して 記 述 す る こ と を算 法(algorithm)と い う。 従 っ て

命 令"乗 算"が な くて も、 上記algorithmが で きれ ば 、

機 械 に 乗 算 を 行 わ せ られ る。 普 通 は"乗 算"と 書 け ば 、

操 作 す る電 気 回路 が機 内 に組 み 込 まれ て い る。この よ う

な操 作 は プ ログ ラ ムsoftwareで も実行 で きる が 、「ヤ マ

ト」 で はhardwareで 組 み 込 ん でい る。

 翻 訳 で プ ログ ラム を作 りた い とき に 、 欲 しい機 械 語

が な く て も 前 述 の 「字 引 を 引 け 」 の よ うな 疑 似 命 令

(pseudo code)を 提 供 す る こ とは 、 プ ログ ラ ミ ン グ に と

っ て 大切 な課 題 で あ る。

 3.現 実 の 文 章

 一 文 中の 各 単 語 の 品詞 の決 定 で は 、1品 詞 の もの 、多

品詞 の もの 、そ れ に 単 語 が 辞 書 に ない 場 合 と品 詞 の 決 定

に は 多 くの 困難 が あ る。

 辞 書 つ く りで は 、 単 語 の見 出 し語 を ど の よ うに 登録

す る か に も問題 が あ る と し、Washington大 学 のRe1且er

は 、全 て を登 録 す る形 で、170,000語 を登 録 して い る と

し、California大 学 のLambは 、単 語 を分 解 し、 lexeme

(語幹 、接 頭 辞 、接 尾 辞 、語 尾 変 化)に 分 類 し、15,000

を 用 意 し、 普 通 単 語 は これ らの 組 合 せ で 作 られ て約

1,141万 語 まで で き る はず だ し、同 大 学 が 化 学 を分 担 し

て い る 関係 か ら、化 学 用語 は 、2,400万 語 ま で 見 出 せ る

筈 だ とい う。

 見 出 し語(entry)が ど うで あ った らよ い か は 、 多 くの

問題 が あ る か ら、形 態 論(morphology)の 議 論 が 続 くで あ

ろ う。

 文 章 は 、 文 か らな り、 文 は 句(phrase)、 節(clause)と

い う概 念 で処 理 してい る。句 に は 、形 式 上 動詞 を含 ま な

い も のの ほか に、不 定 詞 、動 名 詞 、分詞 構 文 な どが あ る。

そ れ らは 一 面 、文 中で の 働 きに 応 じて 、名 詞 句 、形 容詞

句 な どと分 類 され る。句 は 単語 が連 結 され た もの もの で 、

この こ とは句 が 一 つ の 結 合 語 とで もい え る因 子(string,

package, fused unitな ど とよ ばれ る)と な っ て 、他 の 単

語 と同 格 な 立 場 で 単 文 を構 成 して い る と見 倣 せ る。

 節 も 同 じで、coordinate clauseは 接 続 詞 で つ な がれ

て い るか ら、 重 文 と同 じで あ り、 単 文 をfと 表 わ せ ば 、

f1+f2の 形 にな る。
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 これ に対 してsubordinate clauseは 日本 人 を苦 しめ

や す いが 、そ のclauseは 形 式 的 に は 単 文 の 形 を備 えて

お り、句 読 点 、接 続 詞 、関係 詞 が そ の 始 ま る位 置 を 示 し

て い る。そ こ で こ の節 を 見 い だせ れ ば 、節 に も働 きに よ

って 名 詞 節 、形 容 詞 節 、副 詞 節 な どに な るか ら、 この新

因子 は他 の 単 語 と とも に、全 体 と して の 単 文 の 規則 に従

うこ とに な る。

 構 文 分析 の 例 と して 、Georgetown大 学 で は 、 第2

図 の よ うな 手 順 で お こな って お り、ソ連 で は 、第3図 の

よ うな 手 順 で 行 わ れ て お り、Indiana大 学 で は 、多 品詞

語 の 品 詞 の 決 定 す る こ とに 重 点 をお い て 、動 詞 の 関係 し

て い る品 詞 の 確 定 で きな い もの を第4図 の よ うな6種

に絞 って 、 そ のSubroutineを つ く って い る。 さ ら に、

Pennsylvania大 学 で は 、文 章 に含 まれ て い る無 数 の表

現 を整 理 して 、そ れ らの 翻 訳 形 式 を用 意 す れ ば 、辞 典 と

お な じよ うに そ れ をlook upさ せ る こ とで翻 訳 の一 解 法

に な る と述 べ られ て い る。

1,字 引 を 引 く

2.形 態 の 分 析

  a. 熟 語 の調 査

  b.Syntagmaticの 分 析

  c. 挿 入 句 の 除 外

  d.分 離

3.構 文 分 析

1

2

3

4

5

6

第2図

動詞の分析

句読点の分析

構文の分析

名詞の分析

形容詞の分析

語順の変更

第3図

 最 後 に 和 田の試 案 とい うもの が 紹 介 され て い る。

 文 章 を構 成 す るelementは 単 文 で あ る と見倣 す。

 関係 詞 、if, then, as, because….な どが これ に含 まれ

る。Commaの 如 き も これ に 含 め る。

1.nW(現 在)

2.a/v(現 在)

3.nW (過 去 分 詞)

4.alv(過 去 分 詞)

5.alnlv(現 在 分 詞)

6.特 長 の あ る も の

point, face

clean, complete

cut, thought

given, interested

meaning, running

mine, like, well

第4図

 次に修飾句などを棚上げすること、単文の場合とお

なじ、このようにして簡素化 された文に対 して、別に用

意 してある基本文型を、

   1.文 中に連接語を見出して、これを文型 とあ

     わせるか。

   2、 文中に主格を見出 して、これを文型 と合わ

     せるか。

   3.文 中に動詞を見出 して、これを文型 と合わ

     せるか、などで照合させてみて、文型の残

     余の部分と文章のこれに対応するところが、

     文型の全領域で合致するか どうか調べる。

     この調査には品詞の決まっていない語が文

     型の要求する品詞をふ くむかどうかが含ま

     れているであろう。

 以上の操作を繰 り返すことによって、文章全体の構

文を決定できれば、品詞も決まることになる。なお、句

については、動詞を含む句の基本形を用意する要がある。

 4,関 連ある研究

 4.1.中 間言語

 機械翻訳は当初英語から日本語へとい うように、特

定の国語間で進められてきた。しかし、どんな国語から

でも翻訳できるように拡張したくなる日もあろう。その

場合に、共通点も多いのだから、それらをまとめて記述

できれば労が少なくて済むはずである。あるいは各国が

自国語を分析 した資料を作って相手国と交換すれば、直

ちにMTが できることが望ましい。

 MTは さきに記述 したとお り、辞典の問題、形態の

問題 、お よび 構文 の解析 によっ て基本 文型(pivot

languageと 呼ぶ人もある)まですれば、あとは自国語の

合成である。これらの問題をどんな形で記述するかに当

たって、参照すべ き一つの基準 があって、それ が
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algorithmに 便 利 な 姿 で あ る と便 利 で あ る。 Esperanto

が あ る よ うに 、この よ うな 基 準 とな る言 語 を 、中間 言 語

(intermediate language)と 呼 ぶ 。

 これ を どん な もの に す れ ば よ い か は ま だ 多 くの研 究

に 侯 た ね ば な るま い が 、次 に述 べ る述 語 論 理 が そ の 方 向

を示 唆 して くれ れ ば 有 難 い。

 4.2.述 語 論 理

 命 題 論理 は 、 文 と 文 との結 合 方 式 を明 らか に して く

れ た が 、述 語 論 理 は 一 つ の 文 の 構 造 を研 究 して 、量 化 し

た 概 念 を取 り扱 え る よ うに な っ て き た。ま た 文 が 主 語 と

述 語 だ け の 他 に 、い くつ か の 目的 語 を含 ん だ 単 文 に つ い

て そ れ らの 言 葉 の 間 の 関 係 を 追 及 して くれ そ うな傾 向

に あ る。

 まだ 、未 完 成 で あ るが 、文章 が 数 式 化 で きる 暁 に は 、

そ の 基 準 とな る 素 質 を備 え て い る と信 ぜ られ る。

 また 、Basic Englishに もふ れ 、 L.A Richardsが

1943年 に 提 案 した 方 法 で は 、18の 述 語 で 表現 で き る と

い わ れ 、これ らを 記 号 で 表す とす れ ば 、述 語論 理 の 手法

を使 え ば 、文 章 は名 詞 、修 飾 語 と記 号 とで 表示 す る こ と

もで き る の で は あ る ま い か 、 とも述 べ て い る。

 4.3.自 動 プ ロ グ ラ ミン グ

 電 子 計 算機 の 科学 計算 、事 務 計 算 に必 要 なprogram

は 、初 期 はmachine languageを 使 っ て克 明 に作 られ て

い た が 、記 号programを 経 て 、 い ま やAlgol, Cobolな

になるようになって、早 くも5年 になる。この方面に関

心を持つ人が次第に増えてきていることは喜ばしい。こ

れ らの人はいずれもMTに 寄与する専門知識を持って

いる。言語学者、論理学者、技術者にしても、同じ分野

の人々だけで固まったのではグループ とはなっても

MTを 推進させるカにな りにくい。

 MTを なるべ く速 く実用化に近づけるようにするに

は、それらの専門家の問の研究の方向に向く必要がある。

そ して事実その意志もあるように見受けられる。

 そこで具体的な方策となるが、それには専門を異に

する人々が 自己の立場で話をすることから一歩前進 し

て、共通の立場としてプログラムを中心とした話へと移

ることは良いと思われる。もちろん言語学、機械、理論

などに分類 していることは差支えないが

 と述べ られている。

3. 日米機械翻訳セ ミナ

3.1.  第1回 の 日米機械翻訳セ ミナのニュース

 第1回 の日米機械翻訳セ ミナの内容が 「情報処理」

の1964年5月 号のニュース欄に以下のよ うに紹介され

ている。

 機械翻訳セ ミナ(日 米科学協力委員会)東 京で開かる

 1964年4月20日 から日米科学協力委員会第2部 会

(科学技術情報資料交換会)の 主催による機械翻訳セ ミ

どに よ る 自動programmingの 時代 に入 ろ う と して い る。 ナ が都 道府 県 会館(東 京)で 開 かれ た。 日本 側 議 長 丹 羽

各 メー カ は こ のた めのcompilerを つ くる競 争 を してい

る と い っ て も よ か ろ う。 従 っ て 機 械 翻 訳 の 研 究 と

compilerの 研 究 は近 い 。

 この よ うに プ ロ グ ラ ム を 楽 に 各 思 想 が 普 及 して く る

と 、機 械 翻 訳 の分 野 で も これ に似 た も のが 開 発 され る よ

うに な る こ とは 当然 で あ ろ う。例 え ば 、MITのCOMIT

は 単 に翻 訳 だ けで な く、数 字 で な い文 字 をい ろい ろの 目

的 で 計 算機 で 取 扱 う際 に 便 利 な よ うに 完成 され た もの

で 、 要 求 が あ れ ば 配布 で き るよ うに な っ て い る。

 私(坂 本)も 電 気 試 験 所 で 、最 初 に 学 ん だ プ ロ グ ラ

ミン グ言 語 は 、COMITで あ っ た。

 最 後 に 、 あ とが き と して 、 我 が 国 で も 、MTが 話 題

保次郎、米国側議長Franz L,ALTを はじめ日本側26

名、米国側11人 の参加者があった。

 論文発表が3日 半、将来の協力計画の討論が1日 、

その他見学などがあった。発表者は日本側13人 、米国

側8人 で、両国における機械翻訳研究の現状調査の報告

と、個別的な研究の報告とがあった。米国側の報告がメ

タ言語理論の観点からなされたものが多かったのに比

し、日本側の報告は 自然言語(と くに 日本語)を 取 り上

げたものが多かった。その他問題向言語、文字読取機、

特殊計算機などについても触れ られた。

 おわりに8項 目の勧告が採択 された。 これにもとづ

き、当学会またはその機械翻訳研究会が第2部 会 とのあ
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いだでなんらかの了解に達するもの と期待 されている。

勧告には高速度計算機の容易な利用、機械翻訳関係の 日

本語論文に英文の要約をつけること、カー ドやテープの

形の両国語文章資料の交換、プログラムの交換などがあ

げられている。

 日本側発表論文の予稿集は希望者に配布される(取

扱者 ・西村 ・電試)。 米国側発表論文および資料はおも

な研究機関に配布保管されているはずである。

うが少なくない。

 日本の国語、国学、国文は欧米のそれに比 し、非常

に異なっている。この事実は論文の和欧または欧和の機

械翻訳の研究をいっそうむつかしいものにするが、一.一/1

それだけ機械翻訳研究の国際協力の必要性を強 くす る

ものといえよう。今回の会合が 日米両国における機械翻

訳の研究 と両国の協力の推進に寄与することを望んで

やまないものである。

3.2.  論文紹介

  「情報処理」の1964年 の9月 号と1965年 の1月 号

にその内容の概要が 日本語で紹介されている。

 最初に、丹羽保次郎氏の開会の挨拶が以下のように

述べられている。

 丹羽保次郎

 Welcome Address

 科学協力に関する日米委員会は1961年 の池田総理

とケネディー大統領との会談の結果生まれたもので、そ

の第一回会合において5項 目を選び、両国政府に勧告し

た。その中に科学情報 と資料 との交換の促進があるが、

このために両国にそれぞれのパネルが置かれ、密接に連

絡 して仕事をすすめている。米国側パネルの主査は、最

初はIBM社 のDr. E. R. Pioreで あったが、今はNBS

のDr. A. V. Astinで ある。日本側は丹羽がつとめている。

科学情報 と資料のパネルでは、論文の抄録、目録索引に

関す る専門家の会議や一次出版物編集者の会合を企画

した。この度の機械翻訳に関するセミナは 日米両国にお

ける機械翻訳の研究の現状を検討 し、今後の協力につき

協議する目的で、第2回 の日米科学委員会で提案せ られ

た。

 日本における機械翻訳の研究は、今まで物理学者、

数学者、電子学者、言語学者、心理学者な どの数グルー

プにより、大学や、研究所などでおこなわれていた。こ

れらの研究の連絡、討議のため、1962年 に機械翻訳研

究委員会が発足し、日本における機械翻訳の研究者を網

羅する体制ができ、今までに10回 のシンポジュームを

催した。今回の会合についても、この委員会に追 うとこ

以 下 、 論 文 の タ イ トル は 、

1.Franz L. Alt A Survey of Automatic

 Translation in the United States

2.D,G. Hays Summary of U.S. contributions

3.H.H. Josselson:Linguistic Basis of mechanical

 Translation.  Contributions  of  Standard

 Linguistic Theory

4.W. S. Wang The Linguistic Basis of

 Translation a Transformational Approach

5.S. M. Lamb Stratificational Linguistics as a

 Basis for Mechanical Translation

6.E. D. Pendergraft:Hardware for Mechanical

 Translation:Relation between Hardware and

 Linguistics

7.Arnold C. Satterthwait : Hardware for

 Mechanical Translation :Problem-Oriented

 Programing Language

8.E. N. Adams Input Reading for Language

 Processing system

9.Osamu Watanabe:Verb Patterns for the Basic

 of Sentence Generation

10.Akihiro Nozaki:Mechanical Translation of

 Pre edited Japanese

11.Tuneo Tamati:ASurvey of MT Oriented

 Hardware in Japan

12.Toshiyuki Sakai Models and Strategies£or MT

13.Bunpei Koro:English-Japanese Translation

 Formulas
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  14.Hiroshi Wada:Status and Problems of

    Mechanical translation in Japan

  15.Makoto Nagao:An Approach to the General

    Theory of Natural Language

  16.Seiichiro Ohnishi:Psych・Linguistic Studies of

    Mechanical Translation in Japan

  17.Toshihiko Kurihara:Design of the Special

    Purpose Computer K'1`2

  18.Hirohiko Nishimura:Automatic Segmentation

    of Japanese Text

  19.Isao Imai:Japanese Grammar of the Zeroth

    Approximation

  20.Shokichi Iyanaga:Procedure fbr pre。editing

    Japanese

で あ る 。

  さ ら に 、 第2回 日 米 機 械 翻 訳 セ ミ ナ が 米 国 で 行 わ

れ 、そ の 報 告 と 座 談 会 が 「情 報 処 理 」に 掲 載 され て い る 。

そ れ は 次 号 に 。

参 考 文 献

  1)和 田 弘:「 計 算 し な い 計 算 機 」、p11～15,「 情 報 処

    理 」、Vol.1, No.1,1960.7.

  2)和 田 弘:「 機 械 翻 訳 」、p144～154、 「情 報 処 理 」、

    Vo1.3,No.3.1962.5.

 m

 4

5

「 ニ ュ ー ス 」 、p178,「 情 報 処 理 」 、

Vo1.5.No.3,1964.5.

「機 械 翻 訳 セ ミナ 紹 介J、p299～302 ,「情 報 処 理 」、

Vo1.5,No.5,1964.9.

「機 械 翻 訳 セ ミ ナ 紹 介 」、p47～55,「 情 報 処 理 」、

Vo1.6,No.1,1965.1.
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Japio世 界 特 許 情 報 検 索 サ ー ビス(Japio-GPG)の 紹介

一般財団法人 日本特許情報機構

  長谷川雅昭、大塩只明

1 は じめ に

 一 般 財 団 法 人 日本 特許 情 報 機 構(以 下 「Japio」

とい う)で は 、2012年7月 か ら、 主 要 国 ・機 関 の

特 許 文 献 を 日本 語 と英 語 の 両 方 で横 断 的 に 検 索 で

き る 「Japio世 界 特 許 情 報 検 索 サ ー ビ ス 」(以 下

「Japio・GPG」 とい う)を 提 供 して い ます 。

 今 回 、AAMTジ ャー ナ ル で 、 Japio・GPGの ご紹

介 の機 会 を頂 きま した の で 、そ の 特 長 、概 要 、使 用

して い る機 械 翻 訳 技 術 、今 後 の 予 定 に つ い て 、ご説

明 しま す。

3聯 ゆ繋舜締蔚惚轍毅鎖

サ榊ビλと噂?

rcrら 懐鎖

mの 精許燐綴を英語と日本語両方で

検索できるサービスです1!
要騨爵国¢驚齢働鰭◎.漏 達かつシンフルに鯖霜で8虞 蜜.

インクー事ット

聖}一 ⑱ 一一

  巳富嘱 ダイレクト綾禦

鱗綴藤蟹蕪のm鶏 鷲簾簾婚嚢Ybwtktり.
田摩黛の借算壁検糠・a螂覚TF/雛 の欝終肇
雛 tlRY-.

   7-9

●
   ●幽角斡■農シー9

   ●蟹角携κo鵬 鋤P-f

   ●■綴創厭臼車鶴ヲ「-9
   ●ρOFu●

 慰 鼻の臆欝 艇繊 麟頓 贈

露一頻頭鷺マ垂擬鵬の鱒"購報壁●鱒槙儀で8綾凱

磁

[Japio-GPGの 特 長]

[Japio-GPG]

2 Japio-GPGの 特 長

(特長1)世 界 の 特 許 情 報 を 日本 語 で ワ ンク リ ッ ク

横 断検 索

 Japio・GPGの 最 大 の 特 長 は 、 主要 国 ・機 関 の 特

許 文 献(日 本 、米 国 、欧 州 、 中国)と 、国 際 特 許 出

願(以 下 「PCT」 とい う)を は じめ とす る世 界 の 特

許 情 報 を 日本 語(機 械 翻 訳 含 む)に よ り、一 括 で横

断 検 索 で き る こ とで す 。 具 体 的 に は 、 発 明 の 名 称 、

要 約 文 、第1請 求 項(第1ク レー ム)を 英 語 ※1、中

国 語 ※1に加 え 、 日本 語(機 械 翻 訳 を含 む)で 検 索 で

き ます 。

※1 欧州 、PCTは 英語 文献のみ、中国語 は中国文献 のみ

対応。

(特 長2)中 国 特 許 公 開 ・登 録 ・実 用 新 案 も 日 本 語

で 検 索

 Japioは 、 独 立 行 政 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構(以 下

「NICT」 と い う)と の 中 日機 械 翻 訳 技 術 の 共 同 研

究 の 結 果 、中 国 特 許 文 献 の 高 精 度 な 機 械 翻 訳 技 術 を

2012年 秋 に 確 立 す る こ と が で き ま した 。'1iそ し て 、

そ の 半 年 後 の2013年 春 に は 、 こ の 高 精 度 な 機 械 翻

訳 技 術 を 活 用 し、中 国 特 許 ・実 用 新 案 の 発 明 の 名 称 、

要 約 、第1請 求 項 を あ ら か じ め 日本 語 に 機 械 翻 訳 す

る こ とで 、Japio-GPGサ ー ビ ス の 機 能 ア ッ プ を 実

現 し ま した 。9P.2

注1)

http://www. japio. or. jp/press/files/2012ilO5pre_rel.

pdf

注2)

http://www. japio. or. jp/press/files/20130328-2pre-r

el.pdf

(特長3)日 本語ダイレク ト検索 ・表示

 あらか じめ機械翻訳 された 日本語を直接検索す

ることにより、界の特許情報を日本の特許公報を検

索するのと同じ感覚で簡単に検索できます。
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 また、機械翻訳された 日本語を検索回答表示にも

使用 していますので、迅速に閲覧できます。

(特長4)膨 大な語数の分野別機械翻訳辞書を使用

 Japio独 自のノウハウにより厳選 した膨大な語数

の分野別機械翻訳辞書を使用する事で、高精度な機

械翻訳を実現しています。

(特長5)和 文抄録 ・PAJの 使用

 機械翻訳された日本語に加えて、和文抄録(中 国

公開特許和文抄録、米国公開特許和文抄録、米国特

許和文抄録、欧州公開特許和文抄録)も 蓄積 してい

ます。これにより、米国 ・欧州 ・中国特許庁の特許

文献においては、より充実 した検索 ・閲覧を行 うこ

とができます。また、日本公開特許の英文抄録は、

PAJを 使用 しています。

3 Japio・GPGの 概 要

(1)蓄 積 デー タ

 蓄 積 デ ー タ は、 主要 国 ・機 関 の 特 許 文 献 、独 立 行

政 法 人 工業 所 有 権 情 報 ・研 修 館(以 下 「INPIT」 と

い う)に よ り作 成 さ れ た 和 文 抄 録 、 欧 州 特 許 庁

(EPO)が 提 供 して い る書 誌 情 報 等 を含 む デ ー タベ

ー ス(以 下 「DOCDB」 とい う)等 を使 用 して い ま

す 。 以 下 に概 要 を説 明 しま す。

・日本 、米 国 、 中 国 、 欧州 ※2の 特 許 文 献 、PCT※2

につ い て は 、 発 明 の名 称 、 要 約 文 、 全 請 求 項 ※3を

機 械 翻 訳 した 日本 語 及 び 英 語 ※4を 蓄 積 して い ま

す 。

※2 欧州、PCTは 英語文献のみ対応。

※3 中国文献は第1請 求項 のみ対応。

※4 機械 翻訳の英語は 日本実用新案 の発明の名称、要約

文のみ。

・米 国 、欧 州 、中 国 の特 許 情 報 につ い て は 、 日本 国

特 許 庁 、INPITに よ り作 成 され た 和 文 抄 録(米 国

特 許 明細 書 和 文 抄録 、米 国 公 開特 許 明 細 書和 文 抄

録 、欧 州 公 開 特 許 明 細 書 和 文 抄 録 、中 国公 開特 許 和

文抄録)も 蓄積 しています。

  データの ・一 範梱と使用データ

隔i■■囲 ■■

囲 ■1976～
     正976～

is7a-一

圖 ■ ■19N5^一

圃 ■ ■1978～囮

■ ■'9i8'
     1976～

`覆・国にto蹴mxr}

r. ..鰯代凝園面、PA}、 貝本公側特許{公報データ、

公嚢公報データ、日本特許公報ヂータ.日 本宴用蔚察
公報データ、撫樵覇騨1ヂータ

DOCU6,代 曇園面、米国謝願公闘特許デー ク,来醤

登録特許デ・一ク、)k国公闇特許顛史抄録デー-b、米田
特許和文抄録テキストデ ー 、々機械翻訳デ・一タ

DO鶴 かB、飛黛國逝、欧捌特静公師轡嬢公鰍ヂータ、

欺鮒職録韓許公報データ、歌州公捌鱒鋒和文棚賑デキ
熟ト脚一久 機蟹欄釈データ

DOCDB、 代幾図磁、中国公報ヂータ、中瑚公闘特許
トロ定蓼レ鍮テキスト・戸曽一タ.樋械鰯訳デ ータ

D◎4UB、 ㈹凝脚爾.機 歓掘駅ヂータ

DOCDB,代 亥鋼面、 pC 1国醸出願ヂ・一タ.日 鉱公表・

再公表公穣ギーク、機擬翻訳データ

DOCD8

[データの提供範囲]

・主 要 国 を含 む100の 国 ・地 域 と機 関 の 特 許 情 報 が

収録 され て い るDOCDBの 発 行 国 、文 献 種 別(公

報 種 別)、 出願 日、 出願 番 号 、文 献番 号 、 文 献 発 行

日、発 明 者 、出 願 人 、特許 分類(IPC、 CPC、 ECLA)

の 書誌 情 報 、 発 明 の名 称 、 要約 を 蓄積 して い ま す 。

ま た 、発 明 の名 称 、要約 文 に つ い て は 、英 語 の 場 合

は機 械 翻 訳 に よ り 日本 語 を 作 成 し、 蓄積 して い ま

す。
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[検索対象国設定画面]

(2)検 索

検索項目

 検索項目は、書誌情報(文 献発行国、公報種別、

出願番号、公報番号、優先権主張番号、出願 日、
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公 報 発 行 日、 出願 人 、発 明者)、 分 類(IPC、 CPC、

ECLA)、 発 明 の名 称(英 語 、 日本 語 ・MT日 本 語 、

中国 語 ※5)、 要 約 文(英 語 、 日本 語 ・MT日 本 語 、

中国 語 ※5)、 第1請 求 項(英 語 、 日本 語 ・MT日 本

語 、 中 国 語 ※5)で す。

※5 中国語は中国文献のみ対応。

イ.詳 細 表 示 は 、1画 面1件 で全 ての 検 索 項 目に加

え、全 請 求 項 ※6、パ テ ン トフ ァ ミ リー 、代 表図 面 を

表 示 します 。

ウ.公 報 表 示 は 、特 許 公 報 の フ ロン トペ ー ジま た は

全 ペ ー ジ をPDF形 式 で 表 示 します 。

※6 中国文献は第1請 求項のみ対Lb

検 索 方 法

 検 索 方 法 は 、予 め検 索 画 面 に検 索 項 目が 窓 表 示 さ

れ た 「項 目検 索 」 と、質 問式(ク エ リ)を 入 力 す る

「詳 細 検 索 」 の2種 類 が あ ります 。

 項 目検 索 で は 、項 目間 はAND条 件(分 類 項 目の

みOR検 索)で 、 同一・項 目で はAND、 OR、 NOT

検 索 を指 定 しま す 。 ま た 、 括 弧 も使 用 可 能 で す 。

 詳 細 検 索 で は 、項 目名 、AND、 OR、 NOT、 括 弧

を用 い て 質 問 式(ク エ リ)を 作 成 ・入 力 しま す 。

繕葬特欝惰轄検嚢サービス
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[検索時の操作のながれ]

■ 犀 争.,

[検索画面コ

検 索 回答 表 示

 検 索 回 答 表 示 は 、 「一 覧 表 示 」、 「詳 細 表 示 」、 「公

報 表 示 」 の3種 類 が あ ります 。

ア.一 覧 表 示 は 、 一一画 面10件 で 発 明 の名 称 、 出願

人 、発 明者 、出 願 番 号 、出願 日、文 献 番 号 ・発 行 日、

分 類(IPC、 CPC)、 優 先 権 主 張 番 号 、 パ テ ン トフ

ァ ミ リー 、 代 表 図 面 を一 覧 形 式 で 表 示 します 。

検索 ・表示支援機能

ア.用 語検索支援

 日本語や英語の技術用語の関連語を抽出 ・表示

し、検索式の作成支援を行います。 これは、Japio

独 自の言語資源 とノウハ ウを活用したもので、技術

用語における日本語 ・英語の異表記語 ・関連語の把

握 と漏れの無い検索に役立ちます。

イ.出 願人検索支援

 出願人名の 日英中の異表記が参照できます。ま

た、それ らをJapio・GPG用 の検索式として自動生

成し、コピー&貼 り付けで検索に利用することによ

り、漏れの無い出願人検索が実現できます。

ウ.絞 込インデックス

 検索結果 に含まれ る公報発行国や公報種別、

IPC、 キーワー ド、発明者、出願人の各項 目に対 し、

絞込を希望する項 目をワンクリックすることによ

り、検索結果の絞込が瞬時にできます。
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検索用語等が文献頻度付きで表示されますので、容

易に検索結果の絞込や分析ができます。

エ.代 表ファミリー表示

 同じ発明が複数の国に出願 されたいわゆる 「パテ

ン トファミリー」を有する場合、検索回答が重複し

て表示されます。この重複表示を避けるため、「代

表ファミリー表示」においては、パテン トファミリ

ーの中の代表的な言語(例 えば日本語)を 選択 し、

代表文献だけを表示します。この機能によりスクリ

ーニングする回答文献を減 らし検索効率を上げる

ことができます。

そ の 他

 Japio・GPGは 、以 下 の機 能 も備 え て い ます 。

・しお り付 与 、 表示

・検 索 式 の 登録 、 表示 、再 利 用

・フ ァ ミ リー 分析

・検 索 結 果 の ソー ト

・ダ ウ ン ロー ド(書誌 等 最 大1
,000件)

・フ ァイル 出 力(全 項 目
、1件 単位)

4 Japio・GPGの 機 械 翻 訳

(1)2種 類 の 機 械 翻 訳 シス テ ム

 Japio・GPGで は 、2種 類 の機 械 翻 訳 シ ステ ム を使

用 して い ます 。一一つ は英 語 特 許 文献 及 び英 訳 され た

発 明 の名 称 、要約 文 、第1請 求 項 を英 日翻 訳 す る た

め の 「ル ー ル ベ ー ス 方 式機 械 翻 訳(RBMT)シ ステ

ム 」、 も う一 つ は 中 国特 許 文献 の発 明 の 名 称 、 要 約

文 、第1請 求 項 を 中 日翻 訳 す るた め の 「統 計 方 式 機

械 翻 訳(SMT)シ ス テ ム 」 です 。 以 下 に各 々 を 簡

単 に ご紹 介 します 。

(2)英 日機 械 翻 訳(RBMT)シ ス テ ム

 Japio-GPGの 英 日機 械 翻 訳 シ ス テ ム は 、 特 許 文

献 用RBMTエ ン ジ ン に、 Japio独 自の 分 類 別 の 英

日辞 書 を組 み 合 わ せ る こ とで 、翻 訳 精 度 の さ らな る

向上 を図 って い ま す。

 Japioは 、対応特許など実際の特許文献から採取

した技術用語対訳データベースを保有してお り、こ

こから分類別英 日辞書を作成しました。これ らの辞

書には、各分類において最も使用頻度の高い訳語を

採用 し、技術分野に則 した的確な翻訳結果が得 られ

るように工夫 しています。また、複合語を多数採用

し、単語 レベルでは適訳語の特定が困難な用語への

対応 も行っています。

(3)統 計方式機械翻訳(SMT)シ ステム

 Japioは 、 NICTと の共同研究により、中国と日

本の対応特許から大量の中日対訳文対の生成に成

功してお り、この豊富な学習データをSMTシ ステ

ムに用いることで、高精度な翻訳を実現 しました。

 また、SMTは 、学習データを統計的に処理 して

前後の語 とのつなが りの良い訳語 を選定する方式

ですので、分類別の辞書がなくても適切な技術用語

が選定される確率が高いという利点があります。

(4)2種 類の機械翻訳結果の併用による効果

 Japio・GPGで は、これ ら2種 類の機械翻訳シス

テムにより、例えば中国文献に関しては、まずは中

国で公開された中国語文献の中日SMT翻 訳結果、

そ して、その数ヶ月後には、その文献に関する

DOCDBか らの英文抄録情報を用いて、英 日RBMT

翻訳するとい う2種 類の日本語情報を利用するこ

とができるため、両者を併用することで、より正確

な文献内容の把握が可能とな ります。

5 Japio・GPG 全文 検 索 へ の 拡 大

 Japio-GPGサ ー ビス は 、平 成24年7月 のサ ー ビ

ス 開 始 以 降 、皆 様 か ら多 くの ご期 待 、ご要 望 を いた

だ い て 参 りま した 。 これ らの ご期 待 、ご要 望 に応 え

るた め 、今 春 、検 索 対 象 を主 要 国 の 特 許 明 細 書 全 文

に 拡 大 し、機 械 翻 訳 を利 用 した 日本 語 に よ る横 断 検

索 サ ー ビス へ の 拡 充 を 予 定 して い ま す 。
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 全 文 の 検 索 対 象 は 、 日本(日 本 語 、MT英 語)、

中国(MT目 本語)、 米 国(MT日 本 語 、 英 語)、 欧

州(MT日 本 語 、英 語)、 PCT(MT日 本 語 、 英 語)

の 予 定 で す 。

 Japioは 、 関係 の皆 様 の ご協 力 の も と、 グ ロー バ

ル な 特 許 検 索 環 境 の 改 善 に 寄 与 す るた め に 、特 許 明

細 書 全 文 の 検 索 対 象 国 を 広 げ る と と もに 、多 言 語 の

機 械 翻 訳 の 高精 度 化 に 向 け た努 力 を 引 き続 き 進 め

て 参 りま す。
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一
            第23回JTF翻 訳 祭 セ ッシ ョン開催 報 告

機械翻訳課題調査委員会

1.は じめ に

AAMT機 械 翻 訳課 題 調査 委 員 会 は第23回JTF翻 訳 祭

に て 「機 械 翻 訳 に よ る 競争 戦 略 一機 械 翻 訳 で差 別 化 で

き るか 一」 と題 し、パ ネ リス ト3名 とモ デ レー ター に

よ り90分 のパ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン を実 施 した。本 稿

で は 、 当 日の デ ィス カ ッシ ョン の 内 容 と、参 加 者 か ら

の 反 響 な どに つ い て紹 介す る。

2.JTF翻 訳 祭 とAAMT

2013年ll月27日 に アル カデ ィ ア 市 ヶ谷 にお い て、

日本 翻 訳 連 盟(JTF)主 催 のJTF翻 訳 祭 が執 り行 われ

た 。 毎 年 開催 され る こ の 国 内最 大 の翻 訳 業 界 のイ ベ ン

トの 参加 者 は800名 を超 え る。AAMTは2年 前 の 第21

回 、そ して第22回 と 「翻 訳 プ ラザ 」 と呼 ばれ る展 示 コ

ー ナ ー に ブ ー ス を構 え
、課 題 調 査 委 員 会 の メ ンバ ー に

よ り、AAMTの 活 動 を紹 介 す る た め の各 種 資 料 の 配 布 、

UTXの 紹 介 、機 械 翻 訳 に 関す る ア ン ケー トを実 施 して

きた。

JTFとAAMTの さ らな る連 携 の強 化 、 そ して翻 訳 業

界 お よ び翻 訳 者 の機 械 翻 訳 に対 す る興 味 を高 め る こ と

を 目的 と し、第23回 目とな る本 年 のJTF翻 訳 祭 で は、

AAMT企 画 の 講 演 セ ッ シ ョン を新 た に 開 催 す る こ と

に な っ た。

今 年 の翻 訳祭 で は 、6つ の トラ ッ ク に分 か れ て 行 わ れ

た24の 講 演 セ ッシ ョン の 内 の1つ(11:30～13:00)を

AAMTが 担 当 した。

3.機 械翻訳への高い関心

 120名 を収容するセッション会場は満席であり、立

ち見が出るほどの盛況ぶ りだった。翻訳者、翻訳会社、

そして翻訳を発注するクライアン ト企業の機械翻訳に

対する関心はかなり高いようである。

 時間的な理由からセ ッション内では多くの質問を受

けることができなかったが、質問のために翻訳プラザ

のAAMTブ ースを訪れるセ ッション参加者 もあり、こ

こでも機械翻訳に対する関心の高さが伺えた。

4.機 械翻訳による差別化とは

 パネ リス トは課題調査委員会のメンバーで構成 され

た。秋元圭委員(株 式会社クロスランゲージアールア

ン ドディ)は 機械翻訳 ソフ ト開発ベンダー、目次由美

子委員(株 式会社 シュタール ジャパン)は 翻訳メモ

リーツール開発ベンダーおよび翻訳会社、山本ゆうじ

委員(秋 桜舎)は 翻訳者および辞書の標準化推進 とい

うそれぞれの立場から意見を述べ、長瀬友樹委員長(株

式会社富士通研究所)が モデ レーター としてパネルデ

ィスカッションを取 りまとめた。
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パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンで は 、ル ー ル ベ ー ス翻 訳 と統

計 翻 訳 と の 違 い の 紹 介 か ら始 ま り 、MT(Machine

Translation:機 械 翻 訳)とTM(Translation Memory:翻

訳 メモ リー ツー ル)の 連 携 を含 む 各 ツー ル の最 新 動 向

な どが紹 介 され た。

翻 訳 支援 ツ ー ルTra nsitの 機械 翻 訳 機 能
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さらに、翻訳プロセスを最適にするためには用語集の

作成が重要である旨を解説 した上で、AAMT策 定の

UTX用 語集形式について紹介 した。

     UTX用 誘集の図解

さまさまな環壌ですぐに共有・溝朝絹できるように、
      チータ形式を整える

h 栂τ既 塾o
.飾陣 獅1013働 ∬勘og o塵置僧oo,ζ 喘 凍蝋窟!20工鋤榔 霊c`耕30

ま た 、機 械 翻 訳 を活 用 す る ポイ ン トと して 前 処 理 が 重

要 で あ る こ と、 つ ま り、 人 間 に も機械 に も読 み や す い

文 章 に す る こ とで 、 よ り良 い 翻 訳 結 果 が 得 られ る こ と

を 指 摘 し、 そ の た め に は ク ライ ア ン トの 協 力 が 不 可欠

で あ る こ と を説 明 した 。

 現 在 、機 械 翻 訳 は 翻 訳 メモ リー ツー ル と連携 して 活

用 され て い る一一方 で 、 品 質 は 重 視 しな い 、 早 く安 く提

供 され る翻 訳 とい う新 しい ニ ー ズ も発 生 しつ つ あ り、

機 械 翻 訳 の さ らな る活 躍 が 期 待 され る こ と も紹 介 した。

新 しい翻訳 ニーズに向 けて

 今 後の機械翻訳活用法(早 い、安い 、贔質そこそこの新マーケット)

・・醤 訳文10幽 ゆ …
             ※ポストエディット

src:poc      termstatus

現在の機械翻訳活用(翻駅メモリーとの連携)

原文b盛 ゆ、尺文

    一 扇 一園 璽
    (麗訳メモリ輔

 ※資去の翻訳結果を参照して入闘が0

      図D:機 械翻訳の活用例

次 世 代 の 翻訳 ツー ル と して 、コ ンテ ン ツマ ネー ジ メ ン

トシ ステ ムの よ うな 企 業 単位 で利 用 す る 大規 模 な 翻 訳

ニー ズへ の対 応 、既 存 の翻 訳 資産 を 自動 的 に学 習 す る

ツ ール 、ル ー ル ベ ー ス ・用 例 ベ ー ス ・統 計 翻 訳 の 融 合

に よる翻 訳 品質 の 向 上 な どに も言 及 した。
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5.来 年に向けて

 翻訳プラザに設けたAAMTブ ースには、セ ッション

参加者の訪問があった。 「聞きたいことが聞けなかっ

た」(テーマに沿っていなかった)と いう厳 しいご意見

も受けたが、各社のツールについての質問も受け、最

新動向および機械翻訳とは何かが分かったという声 も

聞かれた。翻訳業界における機械翻訳に対する関心の

高さを実感できたことは、AAMTに とって大きな収穫

だったと言える。来年の翻訳祭でもJTFの 協力を得て

AAMTセ ッションを開設 し、翻訳業界における機械翻

訳の活用を推進 していきたい。
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今回のパネルディスカッシ ョンは翻訳会社に魅力的

なテーマを設定 して集客に成功 した一方で、その内容

は必ず しも聴衆を満足させるものではなかったと認識

している。参加者から受けたコメン トやアンケー ト結

果を検討材料とし、時間をかけて、来年の翻訳祭へ向

けて じっくりと準備 したい。たとえば、翻訳依頼側 と

受託側の双方が満足するような図式を、実例 と共に示

すなど工夫 したい。

JTFと の連携をさらに強化 させて幅広 く情報を共有

することで、翻訳業界における機械翻訳に対する疑問

や要望をより良く理解できると考えている。機械翻訳

が翻訳業界で活躍する場を広げるためにも、機械翻訳

課題調査委員会 としてJTFと 協同 して調査 ・広報活動

を積極的に進めていきたい。
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一
Androidス マー トフォ ン向け文字入力 システ ム と連携 したクラ ウ ド型翻訳 アプ リ

翻 訳 キ ー ボー ド

株式会社 高電社

 株 式会 社 高電 社(本 社:大 阪 市 阿倍 野 区、

代表 取締役:岩 城 陽子)は 、オ ム ロン ソフ ト

ウェア株 式会 社(本 社:京 都 市 下京 区、代 表

取締 役 社 長:宮 地 功)の 文 字入 力 シス テ ム

「Wnn Keyboard Lab」 と 連 携 し た 、

Android向 け翻訳 アプ リ 『翻 訳 キー ボー ド』

を2013年11月 よ り配信 開始 い た しま した。

 『翻 訳 キー ボ ー ド』 は、Androidス マ ー

トフ ォ ン向 け文 字 入 力 シ ステ ム と して 数 多

く の ユ ー ザ ー か ら 支 持 さ れ る 「Wnn

Keyboard Lab」 か ら直接 起動 す るこ とがで

きる クラ ウ ド型翻 訳 アプ リです。

 メー ルや チ ャ ッ トは もち ろん 、文 字 入 力

を行 う様 々 な シー ンで利 用 す る こ とが で き

ます 。

■本 製 品の主 な特 徴

●文 字 を入力 しなが ら簡 単に翻 訳 が可能

 「Wnn Keyboard Lab」 の記号キーを長

押 しす るだけで翻訳 できるので、入力中の

文章 を保存 して別 の翻訳アプ リを起動す る

な ど、面倒 な手順 は一切不要です。入力 し

た文字を簡単でスムー ズに翻訳 をす ること

ができます。

●一括翻訳 ・部分翻訳が選択可能

入力 した文章が、複数 の句点を含む長い文

章でも、一度に翻訳す ることがで きます。

また、必要 な部分 を範囲選択 して記号 キー

を長押 しすれ ば、部分翻訳 も可能です。

●英語 ・中国語 ・韓国語に同時翻訳可能

 日本語 の文章を入力 して、複数の言語 を

訳文に指 定すれば、複数言語 の同時翻訳 も

可能です。SNSな どのコ ミュニケーション

ツールな どを利 用 して、 日本語の文章を複

数の言語に翻訳 してメッセージを送 りたい
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場 合 に も便利 な機 能 です 。 ま た、 編集 エ リ

ア にあ る外 国語 も 日本 語 に翻 訳 す る こ とが

で きます 。

■配 信ペ ー ジ(Google Playで 配信)

https:〃play.google.comlstorelappsldetails?

id=jp.kodensha.wnnconnector

■製 品紹 介ペ ー ジ

http:〃www.kodensha.jplmobilelandroidlh

onyaku _keyboard/

■注意事 項

※ 「翻 訳 キー ボー ド」の ご利 用 に は、Wnn

Keyboard Lab本 体が 必要 です。

(Wnn Keyboard Lab本 体 は、 Google Play

よ り無料 でイ ンス トール で きます。)

※ 「翻 訳 キー ボー ド」 の利 用 には 、携 帯 電

話回線(3G、4G)やWi-Fi環 境 な どのイ ン タ

ーネ ッ ト接 続環境 が必要 です。

■本体 価格

 無料

■サ ー ビス利 用料 金

 1言 語 のみ:月 額 105円(税 込)

 2言 語以 上:月 額 210円(税 込)

※ ダ ウンロー ド後 、30回 まで無料 で翻 訳 を

お試 し頂 けます。

■商標 につ いて

 「Wnn」(う んぬ)は 、オ ム ロン株式 会社

の登録 商標 です。

■本 製 品 に関す るお 問い合 わせ先

 株 式会 社 高電社

 ・大 阪本社

  大 阪市阿倍 野 区昭 和町3・7-1

  ソフ トウェア事業部 開発3課

 TEL:06-6628-2195

 E-Mail:asupport@kodensha.jp
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一
特許用語 ・専門用語を標準搭載 した韓国語翻訳 ソフ ト

Jソ ウル9

株式会社 高電社

 株 式 会 社 高電 社 は 、 日韓 ・韓 日翻 訳 に 対応 した 翻

訳 ソフ ト 「Jソ ウル9」(ジ ェ イ ・ソ ウル ・ナイ ン)

の ダ ウン ロー ド版 を2014年1月17日 よ り、パ ッケ

ー ジ版 を2014年2月7日 よ り発 売 開 始 しま した 。

 「Jソ ウル9」 は 、 特 許 用 語 ・専 門 用 語 辞 書 を標

準 搭 載 す る こ とで、幅 広 い 分 野 に お い て 高 い 翻 訳 精

度 を実 現 しま した。ま た 、作 業 効 率 を 高 め る機 能 を

多 数 搭 載 してお り、翻 訳 業務 の 効 率 ア ップや コス ト

削 減 を図 る こ とがで き ます 。

1.新 機能 と強化ポイン ト

 「Jソウル9」 で翻訳精度向上および翻訳支援環

境を充実 させるために追加 された強化ポイン トを

示 します。

(1) 特許用語 ・専門用語辞書

 機械工学 ・化学 ・医学など25分 野140万 語以上

の特許用語 ・専門用語辞書を標準搭載 しています。

収録 されている用語は、膨大なデータの中から厳選

したもののみを使用 しており、単に収録語数を増や

すだけでなく、全体の訳質を向上させるように工夫

されています。

 また、韓国を含めた非英語圏の特許出願数が急増

しており、知的財産戦略や特許調査の重要性が高ま

っています。膨大な特許情報をスクリーニングした

り、韓国特許庁か らの拒絶理由通知書を素早 く把握

した りする場面において、「Jソ ウル9」 はコス ト

的 ・時間的に絶大な効果を発揮 します。

紛鰭,川 職 知9                        日輔鰯剛1

,フ.イ・咽 翻㈹脚燭 賦P圃 Ω1価騨剛 卿 畦恥 ノ早'贈認9蜘 ～・ブ〔ゆ
一 ゆ 品 坐 ρ 譜 ヤ 塾 瞭 鶴 旦竺堕」 夢 ・鱒 つo駐 鵠 麺 鯉 墾亟二 鰯 陶

盤 デ契 鵡肇、魯置轟 悩 義:脇 ご
_MIA 4............_ 

畿 蕊 簾 繋 顯 艇 嚢 .  購

難 難麟鐸 購
 1-'厩 つぐ・  1謝 豊謬.瀦、 一 冊
しティ                  LU 旨騨      乱._∂

対訳エディタ画面

(2) フ ァイ ル 翻 訳

 フ ァイ ル エ クス プ ロー ラー で 複 数 の フ ァイ ル を

選 択 した あ とに 、右 ク リ ソク メ ニ ュー で翻 訳 方 向 を

指 定 す るだ け で 、フ ァイ ル を 開 かず ダイ レク トに 翻

訳 で き る機 能 で す。 「Jソウル9」 で は 、Officeフ ァ

イ ル やPDFフ ァイ ル に加 え 、特 許情 報デ ー タ の標 準

形 式 で あ るXMLな どの形 式 や 動 画 の 字幕 な どで 多 く

採 用 され て い るSMI形 式 に も新 た に 対応 し利 便 性 が

高 ま って い ま す 。

」ソウ」レ9フアイル翻駅

ナ・韓   τIGI 翻・畷1 {鋤 脾 止

亀諺無 ㍊ 望論1臨 :隠 綴糞霊             臣圏
嬬 瓠;:集撮 委器 :1:鷲奈莞霊             監

弓繍 乱,㍊鵬 秦畷 :1:nsY{csY{欝霊             監

'翻駅中  愚
.

出 力 フ8レ ダ

CUer船 本 光 遭

    臣C UOr 松本光遭
GU6r松 本光遭

    DeDeCUer松 本光遭

O Uer 松本光遭
    DeDeOUer松 本光遭

ファイル翻訳中の画面

(3) 翻訳メモ リ

 原文 と対応する訳文を翻訳メモリ辞書にあらか

じめ登録 ・蓄積することで、以後の翻訳作業を効率

化する翻訳支援ツールです。 「Jソウル9」では、文

字列や数字の場所をパター ン登録す ることで、類似

の文章に対 しても適切な単語や数字などに置き換

えて訳文が出力 されます。
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 また 、過 去 の翻 訳 で 蓄 積 した 翻 訳 資 産 を活 用 で き

る よ う、Unicode形 式 の タブ 区 切 りテ キ ス トフ ァイ

ル やTrados等 で作 成 したTMXフ ァイ ル をイ ン ポー

トす る こ と もで きま す。

一   ㌻    雛   「鷺一 願 … 鞭 ・漸 購 鐸煕 ・評・「.

フ7イルの 鷹鯖(E)衰 駅00 働駅メモリ ツール 鍛建 ヘルプ〔H}

α ◎ ◎6a詔:鱒.・.

岡
匝
阿
匝
F

晒

原文           訳文           パターン囲訳
【図1】本鞘明に係る第1_  【呈1】 暑雪噌司 甦魁.. 【呈1】 芒世噛州 魁魁_

【図1】本発明に係る第1実施形態の炊飯器の構成を示す概略駈而図

である。

【図1】本 発明 に係る第1案 施 形態の 〈$三:10>の構成 を示 す綿2:10で

ある。

■訳 文(j・Seoul V8)

週 弔 吾 薯 フ1, 噛 磐梱 召 葦}フ1, Duplexer 号 含

望刈 糾 古個  ヱ羊 叫 呈 暑{} 刈4殻{} oT,

ヱ 雫 コ}牛{}刈 σ1暑 暑01暑 入1司1互 音 司 皇 呈 毬

T 銀ユ,週 胃 吾 昇 フ1司1。1暑 量T  L 冠 弔

吾 薯 暑 魁 呈 刈 杢 ス國 等 碧 書 司 州 妊明1晋 明 望

T°Lヱ 雫 叫 旦 看{}刈 陪 藁}し}.

轟 聴 製 轟 ヨダ 酬 鯛姻71雛 刊
層子告雪71

闘N

刻司穏刈刈
己

し
τ
吐慧轟購謬

11
郎

王
斗

 
。
互

翻 訳 メモ リ ワー クシ ョップ 画 面

3,翻 訳精 度

 旧バ ー ジ ョンお よ びGoogle翻 訳 サー ビス との翻

訳結 果(日 韓 、韓 日)の 例 を示 します 。

(1)日 韓翻訳

■原文

電力増幅器、方向性結合器、Duplexerな どを一体

化 して高周波モジュールを製作 した場合、高調波 レ

ベル制御を容易かつ効率的に行 うことができ、電力

増幅器に用いられる電力増幅用半導体素子の特性

を最大限に引き出す ことができる高周波モジュー

ルを提供する。

■訳 文(Jソ ウル9)

逗 弓 吾 薯 フ1, 魁 磐 碧 召 重}フ1, Duplexer 号{}

望 刈糾 司 入1 ヱ 手 コ} 呈 量{} 刈糾 銀{} 0♀,

ヱ 呈 叫 司 哩 刈回 暑 書 。固 ヱ 互 音 司皇 豆 智 入階

T 戴σ1,石 弔 吾 薯 フ161iol薯 琶T OL 湿 習

吾 昇 暑 魁王 測 杢 ス國 号 碧 暑 司 州 妊皇 呈 晋 明

望T LLユ 手 叫 呈 看{}刈 暑 憩u}.

■訳 文(Google翻 訳)

石 弓 吾 昇 フ1, 喫}書碧 召 曽71, Duplexer 号・含

望 刈 糾 言トα1ヱ 手 叫 呈 看 暑 刈 そ斗古㍗芒0♀ ユ王 叫

司1魁 刈回 暑 唱 ヱ 互 音 司皇 呈 邊T   石 弓

奇 尋 フ回 人ト喜月 セ 萢 百 吾 薯 一$一魁 三 刈iス 國

号 碧{}剰 口1を立 呈 晋 明 望 牛 銀 ゼ ヱ 子・立ト呈 看・{}

刈陪 重}叫.

※Google翻 訳 で は 、 時 制 誤 り、 連 結 部 分 の 不 自然

さ、 分 ち書 き誤 りが 見 られ ま す。

(2)韓 日翻 訳

■原 文

呈1{≧ 塑 凶 皇1T{}0モ}起{}λ1司 ム 入1ム望91

子 碧 三 呈 刈,量 三Sz}1斗 吾 唱 舎(CDMA)く 辺ol暑 暑 型

入1ム望 到 干 碧{}叫 ξ斗 i斗.

■ 訳 文(Jソ ウル9)

図1は …般 的 な オ ンデ マ ン ド シ ョー トメ ッセ ー ジ

サ ー ビス シ ス テ ム の 構 成 図 と して 、符 号分 割 多 元

接 続(CDMA)移 動 通 信 シス テ ム の 構 成 を現 わ す 。

■訳 文(j・Seoul V8)

図1は 一 般 的 な 注 文 型 停 電 文 書 ビ ス シ ス テ ム の構

成 図 と して 、コー ド分 割 多 重 接 続(CDMA)移 動 通 信

シ ステ ムの 構 成 を現 わ す 。

■ 訳 文(Google翻 訳)

図1は 、一 般 的 な オ ンデ マ ン ドた だ し専 門的 なサ ー

ビ ス シ ス テ ム の 構 成 図 で あ り、 符 号 分 割 多 元 接 続

(CDMA)移 動 通 信 シ ス テ ム の構 成 を示 す 。
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6,翻 訳業務を支援する便利な機能

 翻訳業務に大変便利な機能やツール をいくつか

ご紹介いた します。

(1)テ キス ト文 字 比 較 ツー ル

「く らべ て きす と!」 は 、2つ の ウイ ン ドウ上 のテ

キス トを比 較 して 、相 違 点 を色 分 け表 示 で き る ツー

ル で す 。比 較 す るテ キ ス トの改 行 位 置 が異 な っ て い

る場 合 や 、相 違 点 が 少 な く内 容 が 似 た テ キ ス トで

も、色 分 け表 示 で相 違 点 を 明確 にす る こ とが 可能 で

す 。 日本 語 はShift-JISコ ー ド ・Unicode、 韓 国語

はKSコ ー ド ・Unicodeに 対 応 して い ます 。

4.製 品 と仕 様

■製 品 ライ ンナ ップ と価 格

Jソ ウル9エ キ スパ ー ト

Jソ ウル9プ レ ミア ム

38,000円+税

53,000円+税

■動 作 環 境

OS   Windows 8.1/8/7日 本 語 版 な ど

HDD  エ キ スパ ー ト:4.9GB以 上

    プ レ ミア ム:7.2GB以 上

■ 製 品 紹 介 ペ ー ジ

http://www. kodensha. jp/soft/js/

(4) 多 言 語OCRツ ー ル

 186言 語 に 対応 した 多 言語OCR(文 字 認 識)ツ ー

ル 「FineReader」 を搭 載 しま した。紙 文書 を ス キ ャ

ン した デ ー タやPDF・JPGな どの 画像 フ ァ イル を 読

み 込 み 、OCR処 理す る こ とで 、 レイ ア ウ トを保 持 し

たま まテ キ ス ト抽 出可 能 な フ ァイ ル に変 換 す る こ

とが 可 能 です 。単 一 言 語 は もち ろん 、多言 語 が混 在

した 文 書 で もテ キ ス ト抽 出可 能 です 。OCRツ ール に

よ るテ キ ス ト抽 出機 能 と 「Jソ ウル9」 の 翻 訳機 能

を利 用 す る こ とで 、画 像 化 され た フ ァイ ル(PDF・

JPG等)も ス ム ー ズ に翻 訳 す る こ とが で き大 変 便利

です 。

5. お わ りに

高 電 社 に お け る最 初 の 韓 国 語 ソ フ トは1991年 に発

売 のMS-DOS対 応 の 日韓 翻 訳 ソフ ト 「j・ ソ ウル 」

に さか の ぼ ります 。国 内 唯 一 、 自社 開発 の韓 国 語 翻

訳 エ ン ジ ン を搭 載 した 本 ソ フ トは 、23年 にわ た り

機 械 翻 訳 技 術 の研 究 を積 み 重 ね る と とも に、多 くの

ユ ー ザ ー 様 か ら 寄せ られ た ご要 望 に 応 え つ つ 進 化

して参 りま した。 これ か ら も、高 電社 は 「言語 の壁

を超 え 、世 界 中の 人 々 の 心 と心 をつ な ぐ」 とい う理

念 の も とに 、さ らに優 れ た 翻 訳 ソ フ トや サ ー ビス の

開発 ・提 供 に努 め て 参 りま す。

(5) 韓 国 語入 力支 援 ツ ール

 「Jソウル9プ レ ミア ム」 製 品 には 、韓 国 で 標 準

的 に使 用 され て い る韓 国語 の 文 字 コー ド 「KSコー

ド」 で の 入 力 に加 え、 シ フ トJISコ ー ドにハ ン グル

や 韓 国 語 漢 字 を対 応 させ た 弊 社 オ リジナ ル 文 字 コ

ー ド 「KWコー ド」 で の 入 力 が 可 能 で す 。

 ま た 、見 や す くデ ザイ ン性 に優 れ た韓 国語 フ ォ ン

ト、 「簡 単 ハ ン グル 入 力 モー ド」や 「日韓 翻 訳 入 力 」

を は じめ と した入 力 支 援 ツー ル も多 数 搭 載 してい

ます 。
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一
こ れ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

機械翻訳課題調査委員会WG 1・2

は じ め に

 これ までAAMT会 員の 皆 様 に機 械 翻 訳 に関 す る

様 々 な 情 報 を 提 供 させ て い た だ くた め 、AAMT

Forumが 活 用 され て い ま した。 例 え ば2008年1月

か ら3月 の3ヵ 月 間 で22件 の メー ル が 配 信 され て

い ま した。そ の配 信 が め っ き り少 な くな った こ とが

AAMT機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 の席 で話 題 と な り、

AAMT Forumの 刷 新 の 検 討 が 始 ま りま した(2012

年 中期 頃)。

 委 員 会 で 検討 した結 果 、定期 的 な 配信 を継 続 させ

るた め 、メル マ ガ と して 知 られ るメ ール マ ガ ジ ン形

式 へ の 転換 を試 み る こ と とな りま した 。 そ の結 果 、

2013年7月19日 配 信 のAAMT Forumメ ール マ ガ ジ

ン 第1号 が皆 様 の も とへ 配 信 され ま した。 そ の 後 、

隔 週 の金 曜 日に配 信 し、2014年1月9日 配 信 分 で

12号 とな りま した。

 最 近 、AAMT会 員 の 皆 様 を始 めAAMT関 係 者 か

らご好 評 を 耳 にす る機 会 が ち らほ ら と あ り、大 変 嬉

し く思 っ てお ります 。そ こで 、皆 様 と一 緒 に これ ま

で の メル マ ガ を振 り返 り、さ らに良 い メル マ ガ へ と

発 展 させ る こ とが で き れ ば とい う欲 張 りな 気 持 ち

が 湧 い て きた た め 、本 誌 に お い て 一 つ の 節 目 と して

これ ま で の 配 信 分 をバ ッ クナ ン バ ー と して 掲 載 さ

せ て い た だ く こ と とな りま した。 ご一 読 い た だ き 、

お 気 づ きの 点 な どが あ りま した らAAMT事 務 局 ま

で ご意 見 を お 寄 せ い た だ け ま した ら幸 い です 。

 で は 、 メール マ ガ ジ ン 第1号 か ら第12号 ま で を

再 び お 届 け しま す。

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

1号(201317!19配 信)

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。今

回 、メー ル マ ガ ジ ンは 装 い も新 た に 再 ス ター トを切

ります 。製 品 情 報 か ら こぼ れ 話 ま で、機 械 翻 訳 に 関

す る様 々 な情 報 をお 届 け い た します の で 、ご愛 読 い

た だ け ます よ うお 願 い い た します 。

■パ ー ソ ナ ル/ビ ジ ネ ス 向 け/医 学 向 け翻 訳 ソ フ

 ト新 発 売!

 株 式 会社 ク ロス ラ ンゲ ー ジ か ら低価 格 英 日 ・日英

翻 訳 ソ フ トシ リー ズ が2013年7月19日(金)よ り

販 売 され ま す 。

http:〃prtimes.jp!main/htmUrd/p1000000058.000002804.

html

■Twitter、 Bing翻 訳 機 能 で43力 国 語 の 自動 翻 訳 が

 可 能 に デ ス ク ト ッ プ のWebブ ラ ウザ か ら ア ク セ

 ス す る 公 式Twitterサ イ トに 自動 翻 訳 機 能 が 追 加

 さ れ ま した 。

http://www.itmedia.co.jp/news/articles/1307/01/news 12

0.html

■翻 訳 企 業 に依 頼 で納 期1ヶ 月450万 円 ネ ッ ト

 で7日7.5万 円

 ネ ッ トの 発 達 に よ り薄 利 多 売 が い ろ い ろ な 業 種

で 可 能 に な りま した。翻 訳 もそ の例 に漏 れ な い よ う

で す 。納期 が114、 費 用 が1160で 翻 訳 精度 も満 足?!

http://www.news-postseven.com/archives/2013060719

2062.htm1

■プロ翻訳者のツール利用状況 レポー ト
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 プ ロ の 翻 訳 者 は ど ん な ツ ー ル を 使 っ て い る の

か?自 動 集 計 に よ る ラ ン キ ン グ が ほ ぼ リア ル タ イ

ムで 公 開 され て い ます 。

http://www.translator.jp/softノ

■Google翻 訳 で 「do you」 を 日本 語 翻 訳 す る と あ の

 キ ャ ラ 降 臨

 文 章 を ほ か の 言 語 に 自 動 翻 訳 し て く れ る サ ー ビ

ス 「Google翻 訳 」。 こ の た び 「do you」 と打 ち 込 ん

で 日本 語 訳 す る と 、 な ぜ か 「や る お 」 と翻 訳 さ れ る

こ と が ネ ソ ト上 で 話 題 に な っ て い ま す 。

http://nlab.itmedia.co.jp/nl/articles/1306/19/news 125.ht

ml

■ ス マ ホ ア プ リ紹 介:TranScope:ス マ ホ を か ざ せ

 ば 即 翻 訳!英 語 ・中 国 語 ・韓 国 語 に 対 応

 昔 、香 港 に 旅 行 し た 時 、英 語 が ま っ た く 通 じ な い

レス トラ ン に 入 り、 注 文 で 苦 労 し ま し た 。 こ ん な ア

プ リが あ っ た ら 、何 が 運 ば れ て く る か ハ ラ ハ ラ しな

い で す み ま す ね 。

http://octoba.net/archives/201300329-android-app-trans

cope-188142.htm1

AAMT Fommメ ー ル マ ガ ジ ン

2号(20131812配 信)

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。 こ

の とこ ろ 、不安 定 な 天候 が続 い て い ます が い か が お

過 ご しで し ょ うか?8月 は 夏 祭 りの シ ー ズ ン です

ね。 ど うぞ 天候 に恵 まれ ます よ うに。 で は 、再 ス タ

ー ト後 の第 二 号 を お送 り します
。

 本 メー ル マ ガ ジ ンで は 、製 品情 報 か ら こぼれ 話 ま

で 、機 械 翻 訳 に 関 す る様 々 な 情 報 をお 届 け い た しま

す。

■Google翻 訳 の デ ス ク トップ 向 けWebサ イ トで 手

 書 き入 力 をサ ポー ト

 米Googleは 、 Google翻 訳 サ ー ビス にて 手 書 き入

力 機 能 を 設 け 、 漢 字 の 入 力 に も 対 応 し ま し た 。

http://news.mynavi.jp/news/2013/07/25/227/

■ 日本 語 を 英 語 に 自動 変 換 す る独 自 シ ス テ ム で 英

 語 サ イ トと完 全連 携 を 開 始

 株 式 会社HEARTSは 、独 自シ ス テ ム で 自動 翻 訳

を行 うこ とに よ り 自動 車 関連 パ ー ツ を 販 売 す る 自

社 運 営 サ イ トと英 語 圏 向 け販 売 サ イ トの リア ル タ

イ ム 連 携 を可 能 に しま した 。

http://japan.cnet.com/release/30048911/

■ 「1秒 間 に約4語 」世 界9000人 が 翻 訳 ゲ ン ゴの

 挑 戦

 ゲ ン ゴ社 の翻 訳 サ ー ビス(http:〃gengacom/ja/)は

世 界 に 散 らば る約9000人 の 翻 訳 家 の ネ ッ トワー ク

を使 い 、 安 くて ス ピ ー デ ィー で 高 品 質 な 翻 訳 を 提

供 。

http://www.nikkei.com/article/DGXBZO57739780V20

C13A7000000/

■Kinect活 用 、 手 話 を リ ア ル タ イ ム で 翻 訳

 「Kinect」 等 を 使 っ て 、 手 話 と テ キ ス トを そ の 場

で 翻 訳 で き る シ ス テ ム が 各 種 開 発 さ れ て い ま す 。

http://wired.jp/2013/07/23/sign-language-translation-kin

ecU

■ ス マ ホ ア プ リ 紹 介:TransApp:iPhoneア プ リ

 /Androidア プ リ に 特 化 し た 、 日 本 初 の 翻 訳 サ ー ビ

 ス

 日本 初 、iPhoneア プ リ/Androidア プ リ 専 業 の 翻 訳

サ ー ビ ス 『TransApp』(ト ラ ン ス ア ッ プ)サ ー ビ ス

提 供 開 始 。

http://octoba.net/archives/201300329-android-app-trans

cope-188142.htm1

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

3号(201318123配 信)
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 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。連

日、厳 しい 暑 さが 続 い て い ま す ね。皆 さま はい かが

お 過 ご しで す か?私 は コ ン ビニ で ア イ ス 買 っ て 帰

るの がす っ か り 日課 に な って しまい ま した。ち なみ

に最 近 のお 気 に入 りは 、「贅 沢 最 中」シ リー ズ の 「ゴ

ル ゴ ン ゾー ラチ ー ズ&い ち じく」です 。皆 さま も ア

イ ス で暑 さ対 策 はい か が で す か?で は 、メー ル マ ガ

ジ ン第3号 をお 届 け しま す 。

■Android版 「Google翻 訳 」v2.8に ア ッ プ デ ー ト

 Android版 「Google翻 訳 」 がv2.8に ア ッ プ デ ー ト

され 、 手 書 き ・カ メ ラ 入 力 の サ ポ ー ト言 語 が 拡 大 し

ま し た 。

http://getnews.jp/archives/399690

■語 学 学 習 ツー ル と して のGoogle翻 訳

 Google翻 訳 や 相 互 添 削 型SNSを 使 っ て試 行 錯 誤

しな が ら学 ぶ 語 学 学 習 法 が 紹 介 され て い ます 。

http://mongolia.seesaa.net/article/372254581.htm1

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

4号(20131916配 信)

 こ ん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。台

風 の影 響 に よ り西 日本 を 中心 に 大 雨 が 続 き ま した

が 、い かが お 過 ご しで した で しょ うか?雨 が止 め ば

ま た 暑 い 日が 戻 っ て く る この ご ろ、体 調 に はお 気 を

付 け 下 さい 。で は 、メー ル マ ガ ジ ン第4号 をお 届 け

しま す 。

■ 『モ ン ス ター ズ 』続 編 、 興 収70億 突破!ヒ ッ ト

 を 生 み 出す 吹替 え台 詞 の 妙

 日本 語 吹 替 え 版 翻 訳 を 手 掛 け て き た 映 像 翻 訳

家 ・杉 田朋 子 氏 イ ン タ ビ ュー 。性 別 、世代 、国 境 を

も越 えて 愛 され る作 品 を 、日本 人 の 心 に 届 け る翻訳

の妙 とは?

http://www.47news.jp/topics/entertainment/oricon/movi

eanime/131980.htm1

■ 米 フ ェ イ ス ブ ッ ク 、翻 訳 ア プ リ 「ジ ビ ゴ 」 開 発 会

 社 の 買 収 検 討

 フ ェ イ ス ブ ッ ク は 、 音 声 認 識 ・言 語 翻 訳 ア プ リ メ

ー カ ー
、米 モ バ イ ル ・テ ク ノ ロ ジ ー ズ の 買 収 を 検 討 。

http://jp.reuters.com/article/topNews/idJPTYE97COOA2

0130813

ロ ス マ ホ&ウ ェブ ア プ リ向 け翻 訳 に特 化 した新 サ

 ー ビス

 八 楽株 式 会社 は 、スマ ホ&ウ ェブ ア プ リ向 け 翻 訳

に特 化 した 新 サ ー ビス 「WorldJumper forア プ リ」

の 提 供 を 開 始 しま した。

http://prw.kyodonews.jp/opn/release/201308163908/

■NAIST、 文 末 を待 た ず に翻 訳 を開 始 す る 同時 自動

 音 声 通 訳 技 術 を開 発

 精 度 を維 持 した ま ま20%の ス ピー ド向上 を 実 現

で き る こ とが 確 認 され 、 ま た 、 通 訳 経 験 初 級 者(1

年 以 上 経 験 者)と 同 等 の 同 時通 訳性 能 と速 度 も達 成

され ま した。

http://news.mynavi.jp/news/2013/08/28/181/

■Google翻 訳 が ア フ リカ の ロ ー カ ル 言 語 に 対 応

 そ れ ぞ れ 約1,000万 人 か ら2,000万 人 が 話 し て い

る 言 語 で あ る 、 ハ ウ サ 語 、 イ ボ 語 、 ソ マ リ語 、 ヨル

バ 語 、 ズ ー ル ー 語 の5言 語 に 対 応 し ま し た 。

http:〃www. icr.co.jp/newsletter/global _perspective12013

/Gpre201398.htm1

■平成24年 度中国特許文献の機械翻訳のための中

 日辞書整備及び

 機械翻訳性能向上に関す る調査報告書について

特許庁が辞書データ及び対訳 コーパスの作成を行

い、辞書データ、中日対訳コーパスを機械翻訳ソフ

トウェアに追加 した場合の翻訳品質の向上につい

て調査を行いました。
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http://www.jpo.go.jp/shiryou/toushin/chousa/h24_chuni

chi_honyaku.htm

■音 声 翻 訳 ア プ リ 「NariTra」が 産 学 官連 携 功 労者 表

 彰 総 務 大 臣 賞 を受 賞1

 「NariTra」の技 術 開発 か ら実用 化 、無償 公 開 ま で

の 一 連 の 普 及 促 進 ・社 会 還 元 活 動 が 評 価 され ま し

た。

http://www.nict.go.jp/press/2013/08/29-2.htm1

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

5号(2013/9/20配 信)

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当 です 。秋

の気 配 が近 づ き 、暑 さ も少 しず つ 和 らぎ 過 ご しや す

くな っ て ま い りま した。 とは い え、先 の 大型 台風 な

ど、天候 が 不 安 定 に な りや す い 季節 の 変 わ り目で も

あ ります 。急 な 天 気 の 乱 れ 、気 温 の 変化 に ご注 意 く

だ さい。で は、メ ー ル マ ガ ジ ン第5号 を お 届 け しま

す 。

■ ク ラ ウ ド翻 訳Conyacの エ ニ ドア 、 サ イ ト翻 訳 管

 理 ツ ー ル の 八 楽 と東 京 オ リン ピ ッ ク に 向 け て 業

 務 提 携

 提 携 の 第 一 弾 と して ワー ル ドジ ャ ン パ ー の 翻 訳

修 正機 能 にConyacの 翻 訳 サ ー ビ ス が搭 載 され 、低

価 格 な 修 正 翻 訳 が ク ラ ウ ドソー ス で 出 来 る よ うに

な りま す 。

http://sankei.jp.msn.com/economy/news/130910/pr1130

91012170031-nl.htm

■未 来 技 術 遺 産:九 大 の 自動 翻 訳 実 験 用 計 算 機 、 選

 定

 1950年 代 、国 内 で初 め て 開発 され た 日英独3力 国

語 の 自動 翻 訳 機 で 、そ の 後 の 自然 言 語 処 理研 究 の原

点 に な っ た計 算 機 です 。

http://mainichi.jp/feature/news/20130911ddlk40040329

000c.html

■ 第2回 「未 来 の翻 訳研 究 に 関す る ワ ー クシ ョ ッ

 プ 」 開 催

 本 ワー ク シ ョップ は 「ク ラ ウ ドソー ス翻 訳 」と 「翻

訳 支 援 技 術 」 に 注 目 して お り、大 阪 駅 直 近 の 「グ ラ

ン フ ロン ト大阪 」 で 開催 され ます 。

http://www.mastar.jp/wfdtr/index.html

■PUBMEDの 日本 版 が つ い に 登 場!… か と見

 間 違 うよ うな 、高 精 度 翻 訳機 の超 巨 大 な お試 し訳

 サ イ トを 公 開

 株 式 会社 ロゼ ッ タは 、同 社 が 開発 して い る翻 訳 機

の お 試 し訳 サ イ トと してPUBMED(世 界 中 の 医

学 ・薬 学 ・ラ イ ス サ イ エ ン ス 関 連 の 論 文や 文献 を リ

アル タ イ ム で収 集 し公 開 して い る サイ ト)の 日本 語

版 の よ うに一 見 み え るサ イ トを公 開 しま した 。

http://www.asahi.com/and _M/information/pressrelease/

PRT201309170001.htm1

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

6号(2013/10/4配 信)

 こん に ちは 。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 日

が 落 ち るの が早 ま り、夜 長 の 頃 とな っ て き ま した。

過 ご しやす い 時 間 が 増 え る この 季 節 、皆 様 、有 意 義

に使 わ れ て い ま す で し ょ うか 。で は 、メー ル マ ガ ジ

ン第6号 を お届 け しま す 。

■ 手 の ひ ら サ イ ズ で25か 語 以 上 の 音 声 翻 訳 が 可 能

 に な る 「SIGMO」

 本 体 サ イ ズ は4セ ン チ ×4セ ン チ と 、 と て も コ ン

パ ク ト。既 存 の オ ン ラ イ ン 翻 訳 シ ス テ ム を 使 用 して

お り 、 専 用 ア プ リ を イ ン ス トー ル し たiPhoneや

Androidス マ ー トフ ォ ン とBluetooth接 続 し て 動 作 し

ま す 。

http://gigazine.net/news/20130924-sigmo-voice-translati

ng-device/

■NICTとKI、 IT英 文 マ ニ ュ アル に特 化 した 「自動
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 翻 訳 ソ フ トウ ェア 」 を 開発

 情 報 通 信 研 究 機 構(NICT)と 川 村 イ ン ター ナ シ ョ

ナ ル(KI)は 人 手 翻 訳 の コ ス トを30%削 減 した 英 日

の 「自動翻 訳 ソフ トウ ェ ア」 を開 発 し、10月1日

よ り同 ソ フ トウェ ア を 活 用 した サ ー ビ スの 提 供 を

開 始 しま した。

http://news.mynavi.jp/news/2013/10/01/247/

■iPad対 応 多 言 語 メニ ュ ー ア プ リ 「MOMONGA

 翻 訳 ・外 国 語 メニ ュ ーBOOK」

 エ ク ス ウ ェア株 式 会社 は 、飲 食 店 向 けに 、 日本 語

で 作 成 した メ ニ ュー を 様 々 な 国 の 言 語 に 自動 翻 訳

す るiPad対 応 多言 語 メニ ュー ア プ リ 『MOMONGA

翻 訳 ・外 国 語 メニ ュー』 を、2013年10月1日 よ り

無 料 公 開 しま した 。

http://www.atpress.ne.jp/view/39218

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

7号(2013110118配 信)

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。吹

き つ け る風 に 涼 し さ よ り も肌 寒 さ を感 じや す い こ

の 頃 、 皆 様 は も う衣 替 え を 済 ま され た で し ょ うか。

季 節 に 合 わ せ た服 装 で 快 適 に 過 ご しま し ょ う。 で

は 、 メー ル マ ガ ジン 第7号 を お届 け します 。

■ 自社Webサ イ トを安 価 かつ 高精 度 に 多言 語 対 応

 す る に は

 Webサ イ トを 多 言 語化 す る必 要 性 とWebサ イ ト

の 翻 訳 サ ー ビ ス 「WorldJumper」 の 仕 組 み を 八 楽 代

表 取締 役 の坂 西 優 氏 が述 べ て い ます 。

http://it.impressbm.co.jp/e/2013/10/03/5143

■ さ らな る翻 訳 業 務 効 率 の 向 上 を実 現 す るサ ー バ

 型 翻 訳 ソ フ トウェ ア 「The翻 訳 エ ン ター プ ライ ズ

 Vl6」 を発 売

 東 芝 ソ リュ ー シ ョン株 式 会 社 は 、 中 日/日 中 ・韓

日1日韓 の 翻 訳 精 度 を向 上 させ る と と も に、 ホー ム
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ペ ー ジ 翻 訳 な ど の 業 務 効 率 を 高 め る 機 能 を 充 実 さ

せ た サ ー バ 型 翻 訳 ソ フ ト ウ ェ ア 「The翻 訳 エ ン タ ー

プ ラ イ ズVl6」 を10月7日 よ り発 売 し ま し た 。

http://www.toshiba-sol.co.jp/news/detail/131007.htm? _I

ink=top

■ コ ピー し た英 単 語 を通 知 バ ナ ー で 即 翻 訳!単 語

 帳 に も な る辞 書 アプ リ

 辞 書 ア プ リ 「Biscuit-一辞 書&単 語 帳 」 は 英 単 語 を

調 べ る手 間 を で き る だ け減 ら した ア プ リです 。英 単

語 を コ ピー した瞬 間 、通 知 バ ー 上 に翻 訳 しま す。

http://www.appbank.net/2013/10/14/iphone-application/

682888.php

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

8号(201311111配 信)

 こん に ちは 。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当で す 。伊

豆 大 島 を は じめ 、各 地 に甚 大 な被 害 を 及 ぼ した季 節

はず れ の台 風26・27号 です が 、皆 様 は 大 事無 か っ

た で し ょ うか 。自然 の猛 威 を 改 め て感 じ させ られ ま

した。で は 、メー ル マ ガ ジ ン第8号 をお 届 け します 。

■第23回JTF翻 訳 祭

 翻 訳者 、翻 訳 会 社 、 ク ライ ア ン ト、翻 訳 支 援 ツー

ル メ ー カ ー な ど業 界 関係 者 が 一 堂 に 会 す る 国 内 最

大 規 模 の 翻 訳 フ ェス タが2013年11月27日(水)に 東

京 都 ア ル カ デ ィア 市 ヶ谷 で 開催 され ま す 。

http://expotoday.com/event/3620/

■ ジ ゾ ン とTranslations.comが 戦 略 パ ー トナ ー 提 携

 株 式 会 社 ジ ゾ ン は 、 同 社 が 開 発 ・販 売 ・保 守 を 手

掛 け る ウ ェ ブ コ ン テ ン ツ 管 理 シ ス テ ム(CMS)

「HeartCore」 と 、Translations .comが 提 供 す る ロ ー

カ リ ゼ ー シ ョ ン管 理 ツ ー ル 「GlobalLink Localization

Suite」 を 連 携 す る こ と で 合 意 した と 発 表 しま した 。

http://www.zaikei.co.jp/releases/131175/



■ 業 務 向 け 翻 訳 ソ フ ト 「PC-Transer翻 訳 ス タ ジ オ

 V21 for Windows

 株 式 会 社 ク ロ ス ラ ン ゲ ー ジ は 、 ビ ジ ネ ス ・科 学 技

術 文 書 に 適 し た 業 務 用 の 翻 訳 ソ フ トの 新 バ ー ジ ョ

ン 「PC-Transer翻 訳 ス タ ジ オV21 for Windows」 を 、

2013年11月29日(金)よ り販 売 を 開 始 し ま す 。

http://sankei.jp.msn.com/economy/news/131028/pr1131

02815300073-nl.htm

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

9号(2013!11!15配 信)

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す。寒

さが 厳 しくな りは じめ 、地 域 に よ っ て は暖 房 器 具 を

利 用 され て い る で し ょ うか 。 初 雪 も観 測 され は じ

め 、冬 の訪 れ を感 じる この 頃 、寒 さへ の 備 え を しっ

か りし ま しょ う。で は 、メー ル マ ガ ジ ン第9号 をお

届 け しま す 。

■五 輪 見 据 え、企 業 利 用 に耐 え る英 ・中 ・韓 へ 翻 訳

 無 料 で

 自動 翻 訳 ソフ トウ エ ア の 開 発 な ど を手 が け る ベ

ン チ ャー 企 業 の八 楽 は2013年ll月6日 、 企 業 の

Webサ イ トの 翻 訳 サ ー ビス 「ワー ル ドジ ャ ンパ ー 」

を無 料 で提 供 す るサ ー ビス を 開始 しま した。

http://www.nikkei.com/article/DGXNASFKO6032 _W3

AIOIC1000000/

■ 特 許 公 報 全 文 、日本 語 検 索OK 日本 特 許 情 報 機

 構 が来 春 新 サ ー ビス

 日本 特 許 情 報 機 構(Japio)は 発 明通 信 社 と

共 同 で 、日本 と米 国 、欧 州 、中国 、特許 協 力 条約(P

CT)の 特 許 公 報 の全 文 を 日本 語 で横 断 的 に検 索 で

き る新 サ ー ビス を 、来 春 を め どに始 め ます 。

http://www.sankeibiz.jp/compliance/news/131105/cpd 1

311050600007-nl.htm

■ フ ィ リ ップ ・コー ン博 士 イ ン タ ビュ ー
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 10月 に 開 催 され たNICT主 催 「未 来 の 翻 訳 研 究 に

関 す る ワ ー ク シ ョ ソプ 」会 場 に お け る エ デ ィ ン バ ラ

大 学 の フ ィ リ ッ プ ・コ ー ン 博 士 へ の イ ン タ ビ ュ ー に

な り ま す 。

http://jtfjournal.homepagine.com/special/id=254

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

10号(2013/12/6配 信)

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。師

走 とな り、今 年 も残 す と こ ろあ とわ ず か とな りま し

た。何 か と気 忙 し くな る年 の瀬 です が 、小 さな 見 落

と しな どが な い よ うに した い もの です 。で は 、メ ー

ル マ ガ ジ ン第10号 を お 届 け します 。

■ 中 国 特 許 に 特 化 し た サ ー バ ー 組 み 込 み 型 自 動 翻

 訳 エ ン ジ ン が 販 売 開 始!

 株 式 会 社 高 電 社 は 、中 国 特 許 に 特 化 した サ ー バ ー

組 み 込 み 型 自 動 翻 訳 エ ン ジ ン 『J-SERVER Advance

中 国 語 特 許 エ デ ィ シ ョ ン 』 を2013年12月2日(月)

よ り販 売 開 始 し ま し た 。

http://www.asahi.com/and _M/information/pressrelease/

ATP201312020019.html

■50以 上 の 言 語 の 翻 訳 が 行 え る 「Just Translate」 が

 Mavericksに 対 応

 イ ン フ ィ ニ シ ス は 、50以 上 の 言 語 の 翻 訳 が ワ ン ク

リ ッ ク で 行 え る ソ フ ト 「Just Translate」(Mac版)の バ

ー ジ ョ ン2 .9を 、 同 社 運 営 の イ ン タ ー ネ ッ ト通 信 販

売 サ イ トを 通 じ て 販 売 開 始 し ま し た 。

http://news.mynavi.jp/news/2013/11/12/430/

■ 医療 関係 者 に 専 門性 の 高 い 日英 ・英 日翻 訳 を提 供

 翻 訳 ソ フ トメー カ ー の株 式 会 社 ク ロ ス ラ ン ゲ ー

ジが 、医学 ・医 療 文 書 の 翻 訳 に特 化 して開 発 した 英

日 ・日英 翻 訳 ソフ トの 新 バ ー ジ ョン 「MED-Transer

V13for Windows」 を 、12月13日 よ り販 売 開 始 と発

表 しま した 。



http://www.glifepro.com/news/20131129/122013-to-lau

nch-translation-software-specialized-in-the-publication-

of-the-medical-and-health-caze.html

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

11号(2013112!18配 信)

 こ ん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。年

の 瀬 もい よい よ押 し詰 ま っ て き た この ご ろ 、忙 し く

お 過 ご しか と思 い ます 。最 後 ま で 気 を 抜 か ず 、気 持

ち の 良 い新 年 を 迎 え られ ます よ うに。で は 、メー ル

マ ガ ジ ン第11号 を お届 け します 。

■ 特 定 の 意 味 を含 む 文 書 を 高 速 に検 出 す る テ キ ス

 ト含 意 認 識 技 術 を開 発

 NECは 、 大 量 の テ キ ス トデ ー タ か ら特 定 の 意 味

を 含 む 文 書 を漏 れ な く検 出 す る 「テ キ ス ト含 意 認

識 」 を 、従 来 に 比べ て約24,000倍 高 速 化 す る こ と

に成 功 しま した。

http://jpn.nec.com/press/201311/20131114 _03.htm1

■ ウェ ブ翻 訳 ツー ル 「WorldJumper」 、個 人 ・小 規模

 店舗 向 け サ ー ビス 開始

 業 界 最 低 水 準 とな る格 安 の プ ラ ン を 開 発 した こ

とで、これ ま で翻 訳 サ ー ビス の 利 用機 会 が な か っ た

方 で も 、精 度 の高 い 外 国 語 サ イ トを 手 間 な く運用 で

き る環 境 の 創 出 を 目指 して い ま す。

http二〃prw.kyodonews.jp/opn/release/201312126989/

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

12号(2014101!10配 信)

 こん に ち は 。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当で す 。新

年 あ け ま してお め で と うご ざ い ます 。新 しい年 を 迎

え 、気 持 ち も新 た に 自分 の 目標 に 向 か っ て頑 張 りま

し ょ う。 で は 、 メー ル マ ガ ジ ン第12号 を お届 け し

ます 。

■ ほ ん や く コ ン ニ ャ ク ま で も う少 し!?次 期

 AQuosの 翻 訳 機 能 が す ごい

 ソフ トバ ンク モ バ イ ル 向 け 「AQUOS PHONE xx

302SH」 お よび 「AQUOS PHONEXx mini 303SH」 に

搭 載 の 、英 語 の文 章 を カ メ ラ の フ ァ イ ン ダー を通 す

と 日本 語 にす ぐ に翻 訳 して くれ る 「翻 訳 フ ァ イ ン ダ

ー 」 機 能 の 紹 介 で す
。

http://news.livedoor.com/article/detail/8246944/

■ ウ ェ ブ で 調 べ た 外 国 語 の 意 味 を 復 習 で き る

 Chrome拡 張機 能

 単語 や 語 句 、文 章 を範 囲 選 択 す る と翻 訳 が ポ ッ プ

ア ップ され 、意 味 や 発 音 も調 べ られ るブ ラ ウザ ー 拡

張機 能 の 紹 介 で す 。

http://weekly.ascii.jp/elem/000/000/190/190853/

■ 韓 国 語 翻 訳 ア プ リ 「ジー ニ ー トー ク 」、 英 語 ・日

 本 語 に続 き 中国 語 機 能 を追 加

 ソ ウル で 開催 され た創 造 経 済 博 覧 会 で 韓 国 電 子

通信 研 究所 が 開発 した 自動 翻 訳 ア プ リ 「ジー ニ ー ト

ー ク(Genie Talk)」 の 韓 国 語 ・中国 語 翻 訳 機 能 が 紹

介 され ま した。

http://news.livedoor.com/article/detail/8350971/
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一

    実務翻訳における機械翻訳の利用に関するアンケート結果報告

機械翻訳課題調査委員会WG2

1. はじめに

 AAMT機 械翻訳課題調査委員会WG2(調 査 ・広報 ・

啓蒙)で は、産業翻訳業界における機械翻訳システム活

用の実態を把握することを目的として、2012年 と2013

年に開催されたJTF翻 訳祭においてアンケー トを実施

した。JTF翻 訳祭 とは、翻訳者、翻訳会社、翻訳発注

企業などの翻訳業界団体である日本翻訳連盟(JTF)の

主催により、講演会、展示会で構成される1年 に1度

のイベン トである。

 本稿はそのアンケー トの報告である。まず2013年 度

に実施 したアンケー ト結果を説明 し、その後で2012年

度の結果と対比させて経年変化について論 じる。

2. ア ンケ ー トの概 要

● 調 査 実 施 日

 第22回JTF翻 訳 祭 当 日(2012年11月28日)

 第23回JTF翻 訳 祭 当 日(2013年11月27日)

● 調 査 方 法

 ア ン ケー ト用 紙(A4表 裏)配 布 に よ る無 記 名 の 調 査

 と した。

 翻 訳 祭 の展 示 コー ナ ー にAAMTが ブ ー ス を確 保 し、

 ブ ー ス の前 を通 りか か る 人 にAAMTの 委 員 か ら直接

 協 力 を依 頼 した。AAMTブ ー ス にア ンケ ー ト用 紙 と筆

 記 用 具 を 用 意 して お き、そ の場 で ア ンケ ー トに回 答 い

 た だ き 、回 収 した。 な お 、回 答 者 に抽 選 で 当 た る景 品

 と して 、500円 分 クオ カ ー ド10枚 と、翻 訳 ソフ ト

 「PC-Transer」(ク ロ ス ラ ン ゲー ジ株 式 会 社 様 の ご好

 意 に よ る供 出)を 用 意 した。

● 回 答 状 況

 回 答 者 数 は 、2012年 度 が60名 、2013年 度 が64名

 で あ り、翻 訳祭 参加 者(800名 と仮 定)全 体 に対 す る

 回 答 率 は ど ち らの 年 もお よそ8%で あ っ た。

3. 2013年 度アンケー トの調査結果

 本節では、回答者のうち翻訳作業そのものを生業とす

る35人 のみを対象とした集計結果を紹介する。なお、

内訳の合計が35人 に満たない項目があるが、これは回

収 したアンケー トに未回答の項 目が含まれるためであ

る。

3ユ. 回答者

● 回答者の職種

 翻訳業務の従事者 といっても様々な仕事がある。以

下は回答者64名 の職種の内訳である。

 [1】フリーランスの翻訳者 17人

 [2]翻 訳会社の社内翻訳者 7人

 [3]企 業(翻 訳会社以外)・ 官公庁等の翻訳者

             11人

 [4】翻訳会社の翻訳業務管理者、コーデ ィネーター

             15人

 [5】企業(翻 訳会社以外)・官公庁等の翻訳業務管理者、

  コーディネーター   6人

 [6】その他 ・無回答     8人

 回答者64名 の うち35名(55%)が 翻訳を生業とし

 ている人であり、21名(33%)が 翻訳の管理を仕事に

 している人であった。

● 性別 ・年齢

 年齢は20代 から70代 まで広 く分布 しているが、40

 代が29人 と突出して多かった。以下、30代(17人)、

20代 台と50代(と もに6人)と 続く。

 性別は女性42人 に対して男性22人 であり、女性の

回答者の割合が多かった。

3.2. 機械翻訳の利用頻度

 翻訳者が普段 どのくらいの頻度で機械翻訳を使って
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いるかについて、翻訳者のタイプ別に集計 した結果を表 料サイ トよりも市販のPC翻 訳 ソフ トを利用する割合

1に 示す。                   が多くなっている。

表1 機械翻訳の利用頻度

【1】ほ ぼ 毎 日

【2】週1～3回

【3】月 に数 回

【4】年 に数 回

【5】使 っ て い な い

フリーラン

ス

7

3

2

1

4

翻 訳

会社

2

2

3

0

0

企 業 ・

官公庁

5

1

1

1

2

3.4. 機械翻訳への期待

 翻訳者は機械翻訳にどの くらいの品質を期待 してい

るのだろうか。表3に 「翻訳ソフ ト!サイ トにどのよう

な品質を求めますか?」 とい う質問の回答をまとめる。

表3 機械翻訳が期待される品質

質問:翻 訳 ソフ ト1サイ トの利用頻度は?

 翻 訳 者 の4割 以 上(14人)が 機 械 翻 訳 を 「ほ ぼ 毎 日」

使 っ て い る と回 答 して い る。 「使 って い な い 」 と答 えた

人 は17%(6人)に す ぎず 、機 械 翻 訳 は 翻 訳 者 に 幅 広 く

浸 透 して い る とい えそ うで あ る。

[1】辞 書 代 わ り

【2]おお よその意 味が

分かること

【3】翻 訳 の 下 訳 と し て

使 え る こ と

フリー

ランス

2

6

7

訳
社

翻

会

3

0

3

企業 ・

官公庁

3

3

5

3.3. 利 用 して い る機 械 翻 訳 の 種 類

 機 械 翻 訳 は 、 イ ン ター ネ ッ ト上 の 無 料 サ ー ビ スか ら、

一本 が10万 円以 上 す る高 価 な ソ フ トま で
、様 々 な 形態

で 提 供 され て い る。翻 訳 者 は どの よ うな ソ フ トあ る い は

サ ー ビス を使 っ て い る の だ ろ うか。表2は 翻 訳者 が 良 く

利 用 す る機 械 翻 訳 の種 類 に つ い て ま とめ た もの で あ る。

表2 よく利用する機械翻訳の種類

質問:翻 訳 ソフ ト1サイ トに どのよ うな品質 を求めますか?

 機械翻訳を翻訳の下訳 として使いたいとい う翻訳者

の期待が読み とれる一方で、機械翻訳が辞書引きレベル

で使えれば十分と考えている翻訳者 もかな りの割合で

いることがわかる。

【1]無 料 の 翻 訳 サ イ ト

[2】有 料 の 翻 訳 サ イ ト

【3】自社または翻訳会社な
どで提供 される翻訳システ
ム(サー ビス)

【4】市 販 のPC翻 訳 ソフ ト

フ リー

ランス

10

1

0

2

翻 訳
会社

2

0

1

4

企 業 ・

官公庁

4

1

1

1

問 現在最 もよく使 う翻訳 ソフ トや翻訳サイ トは9

 翻訳者がよく使っている機械翻訳の トップは、無料の

翻訳サイ トとい う結果となった。翻訳会社等か ら翻訳ソ

フ トが提供される例は少数に留ま り、翻訳者が個人的に

利用するケースが大半を占めるようである。翻訳者をタ

イプ別に見ると、フリーランスの翻訳者が圧倒的に無料

サイ トの利用が多いのに対 し、翻訳会社内の翻訳者は無

3.5. 機械翻訳の満足度

 表4は 機械翻訳の満足度を5段 階で評価 した結果を

まとめたもとのである。「とても満足」 と回答 した人は

皆無だったものの、18%(6人)が 「やや満足」と答え

てお り、現在の翻訳システムでも使い方 しだいで翻訳者

の役に立つ場面があるようである。

表4 機械翻訳全般の満足度

【1]とて も不 満

【2】やや不満

【3】どち らで も な い

[4】やや満足

[5】とて も満 足

フリーラン

ス

1

4

10

2

0

訳
社

翻
会

0

2

3

2

0

企業 ・官

公庁

1

2

5

2

0

質 問:翻 訳 ソフ トノサイ トの満足度 は?(5段 階で評価)

 満足度の根拠を具体的に知るために、機械翻訳ソフ ト

1サイ トの 「品詞」と 「機能」について別々に満足度 を
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調査 した。以下にその結果を紹介する。

● 品質

 表5を 見ると、翻訳品質に満足 していると答えた人

 (5人)の 割合は不満であると答えた人(12人)の 半

分以下であ り、翻訳者を満足させるためには、さらな

 る翻訳品質の向上が不可欠といえる。

表7 翻訳メモリの利用状況

【1】現 在 使 っ て い る

【2】以 前使 っ て い た こ

とが あ るが 現 在 は 使 っ

て い な い

[3】 使 っ た こ と が な

い 、 翻 訳 メモ リを知 ら

な い

フリー

ランス

6

2

9

訳
社

翻
会

6

1

0

企業 ・

官公庁

2

2

7

表5 翻訳品質の満足度

企業 ・官

公庁

質問:翻 訳 メモ リを使 ってい ますか?

[1】とて も不 満

【2】やや不満

【3】どち らで も な い

[4】やや満足

【5】とて も満 足

フリーラン

ス

4

3

8

1

1

訳

社

翻
会

0

1

4

2

0

1

3

5

1

0

質問:翻 訳 ソフ ト1サイ トの品質 の満 足度 は?(5段 階 で評価)

● 機 能(使 い 勝 手)

 表6か ら、機 械 翻 訳 は機 能 と して は 「満 足」 と答 え

 た人(11人)と 「不満 」 と答 えた 人(10人)の 割 合

が 拮 抗 して い る こ とが わ か る。翻 訳 ソ フ ト!サー ビス の

使 い 勝 手 に つ い て は品 質 ほ ど不 満 に 感 じて い る翻 訳

者 は い な い よ うで あ る。

表6 翻訳機能の満足度

 翻 訳 メモ リを使 っ た こ とが な い 人が16人(46%)で

あ り、 現在 使 っ て い る 人 の割 合(14人(40%))よ り も

多 くな って い る。 た だ し、翻 訳 メモ リの利 用 は 、翻 訳 者

の タイ プ に よっ て 大 き く傾 向 が 異 な る。翻 訳 会 社 の 中の

翻 訳 者 が1人 を除 い て 翻 訳 メモ リを使 って い る と回 答

して い るの とは 対 照 的 に 、フ リー ラ ン ス と企 業 ・官 公 庁

の 翻 訳 者 で 翻 訳 メモ リを 使 って い る 人は 全 体 の3分 の1

に も満 たな い。 この こ とか ら、翻 訳 会 社 の 中 に お い て 、

翻 訳 メ モ リの活 用 が 通 常 の 業 務 プ ロセ ス に取 り込 まれ

て い る こ とが 考 え られ る。

 表8は 、機 械 翻 訳 の種 類 と翻 訳 メ モ リの利 用 状 況 を ク

ロ ス集 計 した 結 果 で あ る。これ を 見 る と、二 つ の翻 訳 ツ

ー ル の 連 携 状 況 が あ る程 度 推 定 で き る。

[1】とて も不 満

[2】やや不満

【3】ど ち らで もな い

【4】やや満足

(5]とて も満 足

フリーラン

ス

1

3

9

4

0

訳
社

翻
会

0

3

1

3

0

企業 ・官

公庁

0

3

3

4

0

質問:翻 訳 ソフ ト1サイ トの機能の満足度は?(5段 階で評価)

3.6. 翻訳メモ リの利用状況

 翻訳者を支援す るツール として、過去の訳例を蓄えて

おき、次回以降の翻訳で類似訳例を参照することができ

る 「翻訳メモ リ」がある。翻訳の現場では、機械翻訳よ

りも先に翻訳メモ リの活用が進んでいると考えられる。

表7は 翻訳者による翻訳メモ リの利用状況を調査 した

結果である。

表8 翻訳メモ リ利用状況と利用中機械翻訳の種類

[1】無 料 の翻 訳 サ イ ト

【21有 料 の翻 訳 サ イ ト

【3】自社 または翻訳会
社などで提供される翻

訳システム(サービス)

[4】市 販 のPC翻 訳 ソ

フ ト

[5】業 務 で は 使 っ て い

な い

在

用
現
使

9

1

z

10

5

過去

に使

用

3

1

0

2

3

未使用

19

z

1

0

5

 翻訳メモ リを使っていない翻訳者の多く(70%)は 無

料の翻訳サイ トを利用する傾向にある。また、市販の翻

訳ソフ トを使っている翻訳者の大半(83%)は 翻訳メモ

リのユーザでもあることがわかる。翻訳メモリまたは機

械翻訳をどちらも使っていない翻訳者は8人(13%)の
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み で 、22人(35%)は 両 方 の ツー ル を使 っ て い る と回

答 して い る。

3.7. 機 械 翻 訳 を 利 用す る うえ で の翻 訳者 の 工 夫

 ア ン ケー トの 中 に 、 「翻 訳 業 務 の 効 率 化 の た め に工 夫

して い る こ とは あ ります か?」 とい う設 問 を設 け 、回 答

は 白由 に文 章 を記 述 して も らった 。27人(42%)か ら

回 答 が あ っ た。

 27人 中11人 が用 語集 の整 備 の重 要 性 を指 摘 してお り、

9人 が翻 訳 メモ リの活 用 を挙 げ て い た。こ の2つ が群 を

抜 いて 数 の 多 い 回 答 だ っ た。 これ ら以 外 で は 、

 「原 文の 編 集 を して い る」

 「マ ク ロや ワイ ル ドカ ー ド、正 規 表 現 な ど を活 用 して

  原 文 を書 き換 えて い る」

と い うよ うに 原 文修 正 の 工 夫 を指 摘 す る ものや 、

 「自分 で 対 訳 表 示 を つ く り原 文 と訳 文 を 並べ て い る」

 「大 きな モ ニ タ2つ を 使 用 して 、複 数 の 翻 訳 関 係 の サ

  イ トを開 い て お く。」

とい った 、自分 用 の翻 訳 環 境 を作 って い る とい う回 答 が

あ った。

4. 2012年 度 ア ンケ ー ト結 果 との 比 較

 4節 で は2013年 度 ア ンケ ー トの 結 果 に つ い て 説 明 し

た。 冒頭 で述 べ た とお り2012年 度 に も同 じ内 容 の ア ン

ケ ー トを 実施 して い るが 、調 査 結 果 は2013年 度 の結 果

とほ ぼ 同 じ傾 向 を示 して い る。2回 の ア ン ケ ー トの 間 隔

が1年 と短 い こ と もあ り、下記 の機 械 翻 訳 へ の 期待 に 関

す る項 目以 外 で 特 筆 す べ き 経 年 変 化 を発 見す る こ と は

で き な か っ た。

 「機 械 翻 訳 に どの よ うな 品 質 を 求 め て い ま す か?」 と

い う問 い につ い て は 、や や 異 な った 傾 向 を示 した 。2012

年 と2013年 を比 較 す る と、 「辞 書 代 わ り」 と回答 した

人 が17%か ら28%に 増 えた 一 方 で 、「下訳 と して使 え る

こ と」 と回 答 した 人 は40%か ら34%に 減 少 した 。 現 実

的 な利 用 を しよ う とす る意 識 の 広 が りが 表 れ て い るの

か 、機 械 翻 訳 へ の 期 待 感 が 下 が っ て い る の か 、この 結 果

だ け で は 明 らか に な らな い。

5. まとめ

 2013年 度の第32回JTF翻 訳祭で実施 したアンケー

ト結果を中心に、実務翻訳における機械翻訳の利用実態

についてまとめた。

 これまで実務翻訳の現場で機械翻訳の活用は難 しい

と思われてきたが、今回の調査で、翻訳者の4割 以上が

「毎日」機械翻訳つかっていることが判明 した。しかし

ながら、毎 日使っている機械翻訳の多 くはインターネ ッ

トで無償提供 されている翻訳サイ トであり、翻訳ベンダ

が長年取 り組んできた翻訳パ ソケージの利用はまだま

だ浸透 していないのが現実である。無料翻訳サイ トの具

体的な活用法については、今回の調査では踏み込むこと

ができなかったが、次回のアンケー トなどを利用 して調

査を行 う予定である。

 用語集の整備 と翻訳メモ リの活用については、すでに

実践 して効果をあげている翻訳者もいるようである。機

械翻訳を用語集や翻訳メモ リと連携させて効果を引き

出すことができるかどうかが、実務翻訳における機械翻

訳普及の鍵になると思われる。

 課題調査委員会では、今後 も日本翻訳連盟との連携を

深めてイベン ト共催な どを進めなが ら、実務翻訳者の実

態調査を継続するとともに、機械翻訳の効率的な活用方

について翻訳者に向けた情報発信を行っていきたいと

考えている。

32



一
シ ン プ ル な 用 語 集 形 式UTXと そ の 活 用

一 ビ ッグ デ ー タ と 「グ ッ ド デ ー タ」 の 関連 性

         機械翻訳課題調査委員会WG3

            山本ゆ うじ‡

   †秋桜 舎 ・代表(住 所 略)/ア ジ ア太平洋 機械 翻 訳協 会(AAMT)事 務 局(住 所 略)

 あらま し 用語集形式UTXの 概要 と、 UTXが どの よ うに活用 され うるかを紹介す る。特 に、 自然

言語処理 の ビッグ デー タ(コ ーパ ス)か ら少数 の良質な 「グ ッ ド デ ー タ」を抽出 し、正規化 し、継

続 して管理 ・共有 ・再利 用す る際 に、UTXが どの ように用語集 の正確性 、的確性 、お よび信頼性 を向

上 させ るか を示す。

 キー ワー ドUTX、 TBX、 用語集 、辞書、 ビッグデー タ、機械翻 訳、 RBMT、 コーパ ス

UTX, a Simple Glossary Format, and Its Applications

    ‐How"Good Data"Interact with Big Data‐

Yamamoto Yujit

 fCosmosHouse, Representative(address omitted)/Asia-Pacific Association for Machine Translation

                  (address omitted)
Abstract This presentation introduces the glossary format UTX and how it can be used. Especially it

demonstrates how UTX can improve accuracy, appropriateness, and reliability of a glossary when extracting,
normalizing, continuously managing, sharing, and reusing selected, fine-tuned"good data"out of linguistic big

data(corpus).

 Keyword UTX, TBX, glossary, dictionary, big data, machine translation, RBMT, corpus

1.は じめ に

 本 発 表 で は 、用 語 集 形 式UTXと 、そ れ が ど の

よ う に 活 用 さ れ う る か を 紹 介 す る 。 自 然 言 語 処

理 の ビ ッ グ デ ー タ(コ ー パ ス)か ら 少 数 の 良 質

な 「グ ッ ド デ ー タ 」 を 抽 出 し 、 正 規 化 し 、継 続

し て 管 理 ・共 有 ・再 利 用 す る 際 に 、UTXが ど の

よ う に 用 語 集 の 正 確 性 、 的 確 性 、 お よ び 信 頼 性

を 向 上 さ せ る か を 示 す 。

2.体 系的 翻 訳 の アプ ロー チ

 UTX自 体 と、UTXが 必 要 とされ る環境 を説 明

す る前に 、体系 的翻訳 につ いて概説す る。

 日本語 の ビジネス文書 では、表記や 用語の 面

で多 くの乱れ が ある。 この よ うな乱れ は、 ビジ

ネス文書 の理解 度、検 索性 、発信 力、ウェブ プ

レゼ ンス(ウ ェブ上 での検 索な どを通 した存在

感)を 弱 め、企 業の信頼性 を下げ る こともある。

また、企 業/組 織 向けに商業ベー スで行われ る

規模 の翻訳 では、翻訳そ の ものの正確性 が求め

られ ることがある。この よ うな場合 は、「体 系的

翻訳 」が必要 とな る。体 系的翻訳 では、出版翻

訳や研 究者 が個 人で行 う、その場限 りの翻 訳な

どと異な り、以下の特徴 があ る。

・

・

・

・

・

翻訳 文書量 が多い

複数 の翻訳者 ・チ ェ ッカーが協働 す る

(依 頼 元企業 な どか ら)用 語 と表記 の統 一一

が求 め られ る

上記 の理 由か ら体 系的翻訳用 の専 門的 ツー

ル(翻 訳 メモ リー ツール 、翻訳 ソフ ト、用

語 ツー ル、校正 ツール な ど)を 使用 す る

専門 的ツール を使用 して、可能 な限 りの言

語資源 を蓄積 し、再利用す る

「翻 訳 メ モ リー ツ ー ル 」 と は 、 主 に 人 間 翻

訳 者 の 翻 訳 を 蓄 積 ・共 有 ・再 利 用 す る ツ ー ル で

あ る 。「用 語 ツ ー ル 」と は 、用 語 デ ー タ ベ ー ス(用

語 ベ ー ス)を 、 作 成 ・検 索 ・管 理 す る ツ ー ル で
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ある。「校正 ツール 」とは、単独 、または他 の ツ

ール に組 み込まれた形 で、文書内の表記 や文法

の 問題 をチェ ックす るツール で ある。 体系的翻

訳の アプ ローチは、ICT業 界では定着 しっっ あ

るが 、それ 以外の業界 では、方法論や ツールが

十分 に普及 していない こ とも多い。

 体 系的翻 訳で は、 スタイル ガイ ドと用語 集

が使われ るが、 これ らは相 互に関連 してい る。

ス タイル ガイ ドとは、 「企 業や組織 で文書を作

成す る ときの表記基準 、表記 の規則」[1]である。
一例 と して、JTF(日 本翻 訳連盟)が 作成 した

翻訳 用 ス タイル ガイ ド[Z]が無 償 で公 開 され て

い る。用語集 とは、一般 には、特定分野 での用

語 を列挙 した ものであ る。用 語の定義や解説 を

含む場合 もあるが、対訳用語集 では、 定義や 解

説はな く、原語 を見出 しとして、対応す る訳 語

を記載す るこ ともあ る。

 体系的 翻訳 では 、ス タイル ガイ ドと用語集

を正 しく使 うこ とで、的確 な用語 お よび表記 を

選 び、統一 で きる。このよ うな統制 は、「企業 に

入 って くる文書」よ りも、「企 業内文書」 と 「企

業が発 信す る文書」 で重要で ある。

 UTX(Universal Terminology eXchange)は 、

ア ジ ア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会(AAMT:Asia-Pacific

Association for Machine Translation)が 策 定 し た 、

シ ン プ ル か つ オ ー プ ン で 汎 用 的 な 用 語 集 形 式 で

あ る 。

 UTX形 式 の 用 語 集 を 翻 訳 ソ フ ト の ユ ー ザ ー

辞 書 と す る こ と で 、わ ず か な 語 数 のUTX辞 書 で

も複 数 の 翻 訳 ソ フ トの 翻 訳 精 度 を 改 善 で き る こ

と が 示 さ れ て い る(Bond et aL 2009)[3】 、(Okura

etal.2011)[410

 UTXの 公 式 ペ ー ジ[5]よ り 、 詳 細 なUTX L11

の 仕 様 、 サ ン プ ル 用 語 集 、 ク イ ッ ク ガ イ ド な ど

が 日 本 語 と 英 語 で ダ ウ ン ロ ー ドで き る 。

 UTXに は 、 以 下 の 利 点 が あ る 。

・

・

・

シンプル な表形 式

》作 りや す く管理 しやすい

相互 変換 して 共有 ・再利用

》翻 訳 ソフ トや 用語 ベ ー ス用 の形 式 と

  相 互変換で きる

双方 向用語集

》た とえば英 日 と日英 を1つ の用語集 で

  管理 でき る

3.用 語 集 形 式UTX  UTXは 、タブ区切 りテ キス トであ り、シ ンプ

ル な構 造で あるため、特殊 なツール を使用 せず

図1:UTXの 例(UTX 1.20で の 双 方 向 用 語 ス テ ー タ ス)
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に 、表 計 算 ソ フ トで 編 集 ・管 理 で き る(図D。

し か し 、 編 集 が 容 易 な 表 計 算 ソ フ トで 扱 え る と

い う だ け で 、 デ ー タ の 構 造 が 標 準 化 ・規 格 化 さ

れ て い な い と 、 用 語 デ ー タ と し て 活 用 す る こ と

は 困 難 で あ る 。 標 準 化 さ れ た 用 語 集 仕 様 と し て

は 、ISO規 格TBX[6】 が あ る が 、 仕 様 が 複 雑 で 、

特 に 日本 で は 広 く普 及 して い な い の が 現 状 で あ

る 。UTXは 、 柔 軟 な 拡 張 性 を 保 ち つ つ 、 そ れ ぞ

れ の ツ ー ル で 実 際 に 活 用 で き る 情 報 を 利 用 で き

る 構 造 で あ る 。

 ま た 、UTX用 語 集 は 、 前 述 のTBXや 各 種 翻

訳 ソ フ トの ユ ー ザ ー 辞 書 形 式 と 、 相 互 に 変 換 で

き る 。

 UTXは 、日 本 発 の 国 際 標 準 規 格 と な る こ と を

目 指 し て い る 。UTXプ ロ ジ ェ ク トで は 、公 開 中

の す べ て の 文 書 が 日本 語 と 英 語 の 両 方 で 用 意 さ

れ て い る 。UTXチ ー ム メ ン バ ー が 、 言 語 処 理

学 会(2008お よ び2011年 、 東 京)、IWIC2009

(ハ ワ イ)、MT Summit 2011(ア モ イ)、 LISA

China Focus(2009年 、 北 京) 、LISA Open

Standards Summit(2011年 、 ボ ス ト ン)な ど 、

世 界 各 国 でUTXの 成 果 を 発 表 し て い る。さ ら に 、

英 文 翻 訳 業 界 誌Multilingual[7]、 ℃ALAxy

Newsletter"[8】 や 、 国 内 で は 日 本 特 許 情 報 機 構

(J、pi。)のrJ、pi。 Yea, B。。k 2012』[9】 、rJ、pi。 Yea,

Book 2013』[10】 な ど で もUTXを 紹 介 し て い る 。

 こ の よ うな 普 及 活 動 の 結 果 、 現 在 、 各 国 の 開

発 者 に よ り、UTX形 式 が 採 用 さ れ っ っ あ る 。 一

例 と し て 、 翻 訳 業 界 で 広 く使 わ れ て い る 用 語 チ

ェ ッ ク ツ ー ルXbench[11]の バ ー ジ ョ ン3.0で

UTXが サ ポ ー トさ れ て い る。UTX仕 様 は 無 償 で

公 開 さ れ お り 、 こ の よ う な ツ ー ル へ の 組 み 込 み

は 自 由 に 行 う こ と が で き る 。AAMTで も 、 オ ー

プ ン ソ ー ス のUTX変 換 ツ ー ル を2013年ll月

現 在 、 開 発 中 で あ る 。

 ま た 、 サ ン プ ル 用 語 集 と し て 、2010年 、 法 律

と 医 学 分 野 でUTX形 式 の 英 日 ・ 日英 対 訳 辞 書

(そ れ ぞ れ5451語 、27126語)を 作 成 し て 、 無

償 で 一 般 公 開 し た 。こ れ ら はUTX公 式 ペ ー ジ か

ら ダ ウ ン ロ ー ド可 能 【12】で あ る 。

4.用 語 ス テ ー タ ス

 UTXで は 、各 項 目 に 以 下 の 用 語 ス テ ー タ ス を

付 与 す る こ と で 、 用 語 を 管 理 で き る 。

●  暫 定(provisional)「 未 承 認 の 用 語 」

・

・

・

承 認(approved)「 使 う べ き 用 語 」

非 標 準(non-standard)「 使 わ れ る こ と が あ

る 用 語 」

禁 止(forbidden)「 使 う べ き で な い 用 語 」

 用 語 ス テ ー タ ス に つ い て は 、 大 倉 ら が 以 一ドの

よ う に 示 し て い る(以 下 の 引 用 で は 「辞 書 」 と

な っ て い る が 、 こ れ は 「用 語 集 」 と 読 み 替 え ら

れ る)。

・

・

r

・

・

1つ 以上の非標 準の起点言語 の用語 がある こと

暫 定(provisional):そ の 項 目 が ま だ 辞 書 管 理

者(後 述)に よ っ て 承 認 さ れ て い な い こ と

を 意 味 す る 。 辞 書 管 理 者 は 、 可 能 な 限 り 、

暫 定 語 を 以 下 で 説 明 す る 「禁 止 」「承 認 」「非

標 準 」 の い ず れ か に 決 定 す る か 、 削 除 す る

こ と が 望 ま し い 。

禁 止(forbidden):用 語 管 理 の 観 点 か ら 、 項

目 の 中 に 使 っ て は な ら な い 訳 語 が 含 ま れ

て い る こ と を 意 味 す る 。 翻 訳 ツ ー ル が 複 数

の 辞 書 間 の 優 先 順 位 を 適 切 に 扱 わ な い 場

合 は 、 異 な る 分 野 別 辞 書 と の 競 合 を 避 け る

た め 、 目標 言 語 の 用 語 を 抑 制 す る 必 要 が 生

じ る こ と も あ る 。 例 え ばICTの 文 脈 で は 、

英 語 の 用 語 で あ る"window"は 日 本 語 の 単

語 で あ る 「窓 」 と 翻 訳 さ れ る こ と は 極 め て

少 な い 。 こ の 「窓 」 と い う訳 語 を 機 械 翻 訳

シ ス テ ム が 適 切 に 扱 え な い の で あ れ ば 、 こ

の 訳 語 は 明 示 的 に 抑 制 す る 必 要 が あ る だ

ろ う。 禁 止 用 語 は 、 翻 訳 ツ ー ル の 外 で 用 語

チ ェ ッ ク に 使 用 す る た め に 抽 出 す る こ と

が で き る 。

承 認(approved):項 目 が 辞 書 管 理 者 に よ り

承 認 さ れ て い る こ と を 意 味 す る 。 そ の 用 語

が 必 ず 使 わ れ な け れ ば な ら な い こ と を 示

す 。 何 か 明 ら か な 理 由 が あ る 場 合 、 起 点 言

語 の1つ の 用 語 に 対 し て 複 数 の 目標 言 語 の

用 語 を 割 り 当 て る こ と は 可 能 で あ る が 、 用

語 ス テ ー タ ス が 承 認 と な る の は そ の う ち

の1項 目 だ け で あ る 。 承 認 語 は 常 に 双 方 向

性 を も つ 。 つ ま り、 辞 書 に 定 義 さ れ て い る

翻 訳 方 向 と反 対 方 向 に し て 使 え る 。 同 … 概

念(後 述)に 属 す る 複 数 の 項 目 が 存 在 す る

場 合 、 翻 訳 方 向 を 逆 に し た と き に 、 唯 一有

効 な 項 目 で あ る 。

非 標 準(non-St8皿dard):1つ の 項 目 に 対 し 、
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を意味す る。非標 準用 語は、単に起点言語 の用

語の異形 に対応 す るた めにのみ許可 され る。非

標 準用 語 は 目標 言 語 の用語 と しては使 われ て

はな らない。UTX辞 書が翻訳 のためで はな く、

文書 の オー サ リン グの た め の用語 集 と して使

用 され る場合 、非標 準用語 は用 語 と して使 って

はな らない。非標 準用語が辞書 に登録 され てい

るのは、起点言語 の文書の筆者 が承認 され てい

ない不適切 な語 を使 用 した場合 で も、自動翻訳

が翻 訳 で き るよ うにす るた めにす ぎな いか ら

であ る。」(大 倉他2011)[13]

 表1は 、UTX 1.11で の 用 語 ス テ ー タ ス の 例

で あ る。

表1:用 語 ス テ ー タ ス (UTX 1.11)
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 な お 、 用 語 ス テ ー タ ス の よ り詳 細 な 情 報 は 、

UTX仕 様[14]に 記 載 さ れ て い る 。

 2013年11月 現 在 、UTX仕 様 の 現 行 バ ー ジ ョ

ン は1.11で あ る(前 述 の 引 用 はUTX 1」0に っ

い て で あ る が 、 同 等)。UTX L11で は 、 用 語 ス

テ ー タ ス は 、 原 語 と 訳 語 の1つ の ペ ア に 対 し て

1つ 付 与 さ れ る 。 ま た 、 こ の 用 語 ス テ ー タ ス に

よ り 、UTX 1.11は 、 二 言 語 双 方 向 用 語 集 を サ ポ

ー トす る
。 二 言 語 双 方 向 と は 、 翻 訳 方 向 を 反 転

さ せ て 使 用 で き る こ と を 示 す 。 た と え ば 、 基 本

的 に は 英 日 で あ る 対 訳 用 語 集 を 、 日英 と して 使

用 す る 場 合 で あ る 。 し か し、UTX 1」1で は 、 正

方 向 で 使 用 す る こ と が 主 で 、 逆 方 向 で 使 用 す る

こ と は 二 次 的 と い う位 置 付 け で あ っ た 。これ は 、

実 際 の 翻 訳 業 務 で は 翻 訳 方 向 を 反 転 し て 使 用 す

る 状 況 は 比 較 的 少 な く 、 正 方 向 の み で 使 用 す る

場 合 に 特 化 し て シ ン プ ル に し た ほ う が よ い と 推

測 され た か ら で あ る 。

 現 在 検 討 中 の バ ー ジ ョ ン1.20で は 、多 言 語 双

方 向 用 語 集 の 仕 様 を 策 定 中 で あ る。UTX 1.20で

は 、 用 語 ス テ ー タ ス を 原 語 と 訳 語 の 両 方 に 付 け

る こ と で 、 双 方 向 と す る 予 定 で あ る 。 さ ら に 、

起 点 言 語(原 語 の 言 語)と 、複 数 の 目標 言 語(訳

語 の 言 語)間 で の 翻 訳 方 向 の 反 転 が 可 能 に な る 。

や や 複 雑 に は な る も の の 、 こ の 「双 方 向 用 語 ス

テ ー タ ス 」(図1を 参 照)に よ り、 原 語 と 訳 語

の 翻 訳 方 向 を 反 転 さ せ た と き 、 原 語 と 訳 語 を よ

り等 し く 扱 え る よ う に な る 。 双 方 向 用 語 ス テ ー

タ ス に つ い て は 、 今 後 公 開 予 定 のUTX I.20仕

様 に 記 載 さ れ る 。

 UTXで は 、 実 際 の 翻 訳 業 務 で の 必 要 性 か ら 、

こ の 用 語 ス テ ー タ ス を 使 用 し た 「用 語 の 品 質 管

理 」 と い う観 点 が あ る こ と が 特 徴 で あ る 。 コ ー

パ ス か ら 生 成 さ れ た だ け の 「用 語 集 」 は 品 質 が

低 く 、 多 く の 問 題 点 が 含 ま れ る こ と が よ っ て 指

摘 さ れ て い る(Melby 2012)【15]。 UTX形 式 で

は 、 各 種 専 門 分 野 の 現 場 の 専 門 知 識 に 基 づ い て

用 語 デ ー タ を 収 集 し 、 専 門 家(用 語 集 管 理 者)

が 用 語 の 品 質 管 理 を 行 う こ と で 、 高 品 質 な 用 語

集 を す ば や く 作 成 で き る 。 さ ら に 用 語 ス テ ー タ

ス に よ り 、 用 語 の 品 質 を 保 証 し、 信 頼 性 を 持 た

せ る こ と に よ り 、 既 存 の 用 語 デ ー タ を 再 利 用 ・

共 有 しや す く で き る 。 だ い た い の 意 味 が 分 か れ

ば い い 「概 訳 」 と 異 な り 、 企 業 用 途 翻 訳 で は 、

専 門 用 語 が 確 実 に 使 用 され る こ と が 重 要 で あ る 。

 統 計 機 械 翻 訳 は 、 機 械 翻 訳 の 一 種 だ が 、 文 法

解 析 は せ ず 、 統 計 的 パ タ ー ン に 基 づ い て 翻 訳 す

る 方 式 で あ る 。統 計 機 械 翻 訳 で は 、ビ ッ グ デ ー

タ が 活 用 さ れ て い る 。 しか し 、 英 仏 、 日 韓 な ど

類 似 言 語 間 で は と も か く 、 日 英 の よ う な 異 種 言

語 間 で は 期 待 す る ほ ど の 相 関 関 係 が 得 ら れ ず 、

「ビ ッ グ な だ け の デ ー タ 」 に な りか ね な い 。 特

に 、用 語 が 的 確 に 訳 さ れ て い る か と い う点 で は 、

十 分 な 信 頼 性 が 得 られ な い 。 こ れ に 対 し て 、「使

うべ き 用 語 」、 「使 う べ き で な い 用 語 」 な ど が 明

確 に 区 別 さ れ 、品 質 管 理 され た 用 語 集 は 、「グ ッ

ド デ ー タ 」 と い え る 。

5.ま と め

用語集 は、 自然言語 ビッグデー タか ら 「グ ッ

ドデー タ」 を用語抽 出 して作成 され る ことが あ
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る 。 そ の 一 方 で 、 用 語 集 が 既 存 の デ ー タ を 統 一

し 規 則 性 を も た ら す こ と で 、 デ ー タ の 品 質 を 高

め ら れ る 。 つ ま り 、作 成 し た 用 語 集 は 、(ス タ イ

ル ガ イ ド も併 用 して)言 語 資 源 を 評 価 す る た め

に も使 え る 。 そ の 意 味 で 、 用 語 集 は 、 自 然 言 語

ビ ッ グ デ ー タ を 制 御 す る 「手 綱 」 だ と い え る 。

UTXは 、 実 用 的 な 用 語 管 理 の 枠 組 み で あ り、 各

種 専 門 分 野 の 、 現 場 の 専 門 知 識 を 活 用 し て ビ ッ

グ デ ー タ の 品 質 を 高 め る こ と が で き る 。

 UTXは 、 た と え ば 、ル ー ル ベ ー ス 機 械 翻 訳 で

の ユ ー ザ ー 辞 書 と して 使 用 す る こ と に 加 え て 、

統 計 機 械 翻 訳 で の 用 語 チ ェ ッ ク に も 活 用 で き る 。

ル ー ル ベ ー ス 機 械 翻 訳(RBMT:rule-based

machine translation)は 、 機 械 翻 訳 の 一 種 で 、 文

法 解 析 に 基 づ く 方 式 で あ る 。 信 頼 で き る 、 し っ

か り し た 用 語 集 が あ れ ば 、 統 計 機 械 翻 訳 の 用 語

の 不 確 か さ と い う欠 点 を 補 う こ と が で き る 。

 UTXは 、一 例 と して 特 許 庁 機 械 翻 訳 シ ス テ ム

で も 使 わ れ て い る 。 日 中 機 械 翻 訳 の 調 査 で は 、

約80万 語 の 対 訳 辞 書 デ ー タ が 作 成 さ れ た 。特 に

複 合 名 詞 の 翻 訳 精 度 が 大 き く 向 上 し た と 報 告 書

に 記 載 さ れ て い る 。

今後整 うことが期待 され る。

 本 文 章 は 、2013年12月4日 に グ リー 株 式 会

社 で 行 わ れ た 、 電 子 情 報 通 信 学 会(IEICE) 言

語 理 解 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 会(NLC)主

宰 に よ る 、 第 五 回 集 合 知 シ ン ポ ジ ウ ム

<http:〃www.ieice.org/～nlc!cs2013.html>提 出 論 文

で あ る 。『電 子 情 報 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告 』信 学

技 報Vo1. l l3No.338よ り 一 部 を 修 正 し て 転 載

した 。

Copyright O2013by IEICE

 「複合名詞 ほ どRBMTIで 誤訳 とな る割合 が

高 く、ほぼ単名詞 とみなせ る中国語2文 字以 下

の正訳率 が71%な のに対 し、複合名 詞 とみ なせ

る中国語3文 字以上 の用語 の正訳率 は49%で

あった。RBMT2で は これ がそれぞれ81%、73%

に改善 してお り、特 に複合名詞 の翻訳精度 に大

          [16]きな向上が見 られ た
。」

 上記 のRBMTIは 辞書デー タを機 械翻訳辞 書

に追加 す る前 の環境 、RBMT2は 追加 後 の環境 を

示 す。

 今後、UTXに 関す る研 究課題 と しては、よ り

効果的な用語抽 出の支援 が挙 げ られ る。 ビッグ

デー タか ら頻度 情報のみ に基づいて用 語 を抽 出

す るので はな く、専門家 の承認 を経 た用語ステ
ー タス を付 与す るこ とで、用語集 の信 頼性 を高

め られ る。 この よ うな仕組 みが あれ ば、商業翻

訳での用語 を よ り的確 に翻訳す るこ とがで きる。

 また 、学会 論文や特許 の出願 で、UTX形 式 で

の シンプル な対訳用語 デー タの提 出を求 めるよ

うにすれ ば、高精度 な用語デー タベ ー スを容 易

に構築 で きよ う。

 シンプルで あ りなが ら、実用 的で一貫性 のあ

る用語 品質管理 の情報 を記述で き るUTXに よ

り、高品質 な用語集 を共有 ・再利 用す る環境 が
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卜AMT会 員のひろぼ

 AAMT会 員の新た な交流の場 をAAMT Journal誌 面上で提供す るべ くスター トいた しま した

「AAMT会 員 のひろば」、会員の皆 さまの ご助力 をいただ きま して、第一回 のNo.41の ス ター ト

か ら第 七回を迎 えるこ とができま した。今号では、法人会員一社 、個 人会員 二名の皆 さまか らの

ご寄稿 をいただいてお ります。

 独 自のお取組み の ご紹介 、機械 翻訳研 究への提言、AAMTの 活動へ の ご要望な ど、今 回 も貴

重 なご意見 をお寄せ いただきま した。

 AAMT Journalで は今後 も引き続 き、会員 の皆 さまか らの ご寄稿 を心 よりお待 ち してお ります。

 ご寄稿 ・お問い合わせ はAAMT事 務 局(E-mail:AAMT-info@AAMT.info)ま で宜 しくお願 いいた

します。

個 人 会 員(敬 称 略 ・50音 順)

会 員 名

Alun Simpson

Freelance Technical Translator, Japanese to English

Simpson _translations@me.com

自 己 紹 介

Iam from Cardiff in Wales. I graduated from Cambridge University, England, in 1999 with a First Class

degree in history, including Japanese history from the Meiji Restoration to the present day. A couple of

months after graduating I came to Japan on the JET Programme, teaching at five junior high schools in

Gifu City, where I fell in love with Japan(and snowboarding!).

After JET, I worked as an in-house translator at a company in Nagoya before becoming freelance in 2006.

Ispecialize in technical translation, especially software, computers, consumer electronics and

automobiles.

Icame to Tokyo in 2008, when I shocked all my Nagoya friends by becoming a passionate Yakult

Swallows fan!Ialso like soccer(Cardiff City), travelling, art, restaurants and movies, as well as making

sure I know everything about the latest gadgets and technologies.
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MT/翻 訳 との か かわ り

MTお よ び 翻 訳 業 界 に 期 待 す る こ と

Like many other technical translators, I use translation memory software(CAT tools)in most of my work.

When I started translating in 2003,Trados was already widely used across the industry and one ofmy first

tasks was to learn how to use it. CAT tools have always been an integral part of my workflow, and I find it

hard to imagine doing technical translation without them. For this reason, I have always had an open mind

towards new translation technologies.

Despite the understandable feelings of anxiety towards new technologies felt by some translators and

LSPs, I think that this is a very exciting time to be involved in our industry. The translation industry

continues to grow and grow, as one of the industries favored most by globalization. Translation was one

of the few industries to continue growing all through the Great Recession, and trends show it will

continue to grow in the years ahead. Add this to the Internet revolution, crowd and cloud computing and

the recent breakthroughs in machine translation(MT)quality, and I think we are working at the frontier of

many of the world's most exciting new trends. I am certain that over the next s to 10years we will see

many innovative business solutions that meld different combinations ofthe crowd, social media and MT.

Having said that, from the perspective of my day job as a freelance translator, I do not think that the MT

quality in my language combination is good enough yet to be useful. Japanese to English is one of the

hardest language directions for MT. Even so, it will not take much more improvement before MT

becomes a useful tool for professional translations, as it already is in other language combinations.

Ithink a key issue is how to integrate CAT tools and MT in an efficient way that actually helps translators.

For an integrated tool to be useful to translators, it is important to intelligently rank and sort fuzzy match

segments in the translation memory and those created by the MT. To do this, I think it is important for

developers of MT to involve working translators from an early stage to get feedback about what is useful

and what is not.

AAMTへ の 要 望

AAMT is great place for organizations involved in MT and other interested individuals(like myself)to

communicate and exchange ideas. Too often, communication between engineers and translators is poor,

with translators seeing all new technology as a threat, and engineers not fully understanding the needs of

translators. AAMT helps to break down these barriers.

Iwould like AAMT to perhaps offer more educational seminars or courses, to give members the

opportunity to expand their knowledge ofMT and other current technologies.
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協会活動報告

             (2013年9月 ～2014年3月)

機械翻訳課題調査委員会

【委員会】

2013年9月6日(2013年 度 第5回)

① 前回委員会の議事録の確認

② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

   ・メルマガの手順確認

   ・AAMTIJapio特 許翻訳研究会 との連携について状況報告

   ・中 日基本文テス トセ ッ トの構築 について

   ・特許用テス トセ ッ ト構築について

   ・ジャーナル連載 ・講演 会開催な ど

   ・UTX変 換ツール開発 について

   ・UTXVerl.20仕 様

③ 活動内容の報告(各WGか ら)

④ 活動内容についての議論

   ・第23回JTF翻 訳祭(2013111127)パ ネルデ ィスカ ッシ ョンに関す る検討

   ・UTX変 換 ツール開発 に関す る費用の検討

   ・その他

⑤ ま とめ と次回委員会について

2013年10.月18日(2013年 度 第6回)

① 前回委員会の議事録の確認

② 各WGの 活動 について(各WGに 分かれて議論)

   ・中 日基本文テス トセ ッ トの構築について

   ・特許用テス トセ ッ ト構築について

   ・ジャーナル連載 ・講演 会開催 など

   ・第23回JTF翻 訳祭について

   ・UTX変 換ツール要求仕様書検討

   ・第5回 集合知 シンポジウムについて

③ 活動内容の報告(各WGか ら)

   ・AAMTIJapio特 許翻訳研究会(10111)の 参加報告

   ・活動内容 についての議論

   ・第23回  aC訳祭について

   ・その他

④ ま とめと次回委員会について
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2013年11月15日(2013年 度 第7回)

① 前回委員会の議事録の確認

② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

   ・中 日基本文テス トセ ッ トの構築について

   ・特許用テ ス トセ ッ ト構築について

   ・第23回JTF翻 訳祭(AAMT翻 訳プラザ出展、ア ンケー ト)に ついて

   ・第5回 集合知シンポジウムについて

   ・UTX1.20仕 様検討

③ 活動内容 の報告(各WGか ら)

④ 活動内容 についての議論

   ・第23回JTF翻 訳祭について

   ・言語処理学会第20回 年次大会のテーマセ ッション1ワークシ ョップへの

   参加 について

⑤ まとめと次回委員会について

⑥AAMTセ ッシ ョン講演 について講演者打 ち合わせ

2013年12月6日(2013年 度 第8回)

① 前回委員会の議事録 の確認

② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

   ・中 日基本文テス トセ ッ トの構築について

   ・特許用テス トセ ッ ト構築について

   ・人工知能研究振興財団助成金 について

   ・UTX変 換ツールについて

   ・UTX仕 様検討

③ 活動内容の報告(各WGか ら)

   ・集合知 シンポジウムの参加報告

④ 全体会議

   ・各WG検 討内容報告

   ・第23回JTF翻 訳祭について(報告)

   ・AAMT企 画講演会ついて

   ・その他

⑤ まとめ と次回委員会について

2014年1月17日(2013年 度 第9回)

① 前回委員会の議事録の確認

② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)
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   ・中 日基本文テス トセ ッ トの構築について

   ・特許用テス トセ ッ ト構築について

   ・AAMTジ ャーナル記事執筆について

   ・AdWordsの 利用の検討

   ・UTX仕 様検討

   ・今年度成果 と来年度計画

③ 全体会議

   ・各WG検 討内容報告

   ・JTF翻 訳祭 について(振 り返 り)

   ・AAMTジ ャーナル記事執筆 について

   ・AAMT総 会併設企画について

   ・その他

④ ま とめ と次回委員会について

2014年2月14日(2013年 度 第10回)

① 前回委員会の議事録の確認

② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

   ・中 日基本文テ ス トセ ッ トの構築 について

    ・特許用テス トセ ッ ト構築 について

    ・言語処理学会の発表について

    ・AdWordsに ついて

    ・UTX仕 様検討の方針

    ・今年度成果 と来年度計画

③ 全体会議

    ・各WG検 討内容報告

    ・AAMT総 会併設企画 について

    ・その他

④ ま とめと次回委員会について

2014年3月7日(2013年 度 第11回)

① 前回委員会の議事録の確認

② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ・中 日基本文テス トセ ッ トの構築について

    ・AAMTIJapio特 許翻訳研究会評価拡大部会活動報告

    ・言語処理学会の発表について

    ・AAMTジ ャーナルの会員からの投稿の扱い

    ・AdWordsに ついて
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   ・変換ツールについて

   ・今年度成果 と来年度計画

  来年度の活動計画に必要な予算の見積 もり

③ 全体会議

   ・AAMT総 会併設企画について

   ・新 しいAAMTペ ージの レビュー

   ・その他仕様

④ ま とめと次回委員会 について

【対外活動】

① 第23回JTF翻 訳祭(2013111127)へ の参加

  ・翻訳プラザへの出展。

   課題評価委員会の活動紹介およびMTに 関す るアンケー トを行 った。

  ・セ ッション参加:「 機械翻訳による競争戦略・機 械翻訳で差別化できるか…」

   JTF様 よ りパネルデ ィスカッシ ョンの場をいただき、上記のテーマで講演お よび会

   場からの質問 もまじえて討論 を行 った。(モ デ レー ター:長 瀬友樹(富士通研究所)、

   パネ ラー:秋 元圭(ク ロスランゲージアールアン ドデ ィ)、目次由美子(シ ュタール ジャ

   パン))、 山本 ゆ うじ(秋桜舎))。

② 言語処理学会第20回 年次大会(201413119)へ の参加

  ・ポスターセ ッシ ョン:「 実務翻訳における機械翻訳の利用 に関す る調査報告 」

   JTF翻 訳祭 にて機械翻訳の利用状況 に関す るアンケー トを行った結果 について分析

   報告 した。

   (長瀬 友樹(富 士通研究所)、小谷 克則(関 西外語大学)、工藤 竜広(サ ンフレア)、佐久間

   みゆき(富士通)、 秋葉 泰弘(NTTメ デ ィアインテ リジェンス研究所))
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編集 委 員会

2013年11月5日(2013年 度 第2回)

① AAMT Jouma1 No,55の 記事 の執筆依頼計画 につ いて

② AAMT Journal No.55の スケジュール につ いて

2014年2月26日(2013年 度 第3回)

③ AAMT Journal No.55の 記事 状況 に つい て

④ AAMT Journal No。56の 執筆 依頼 計 画 につい て

インターネッ トWG

⑤ 新AAMTホ ームページ公 開に向けた更新体制の立ち上げ

⑥ 既存AAMTホ ームページの更新

⑦AAMT Forumメ ール マ ガジ ンの コ ンテ ン ツ作成 ・配信 業務 の 、課 題調 査委員 会へ

  の移管作業(完 了)

⑧ 他委員会のAAMTホ ームページ利用 に関するサポー ト

⑨ その他、事務局ネ ッ トワークのイ ンフラ管理全般
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AAMT/Jap i o特 許翻 訳研 究会

2013年10月11日(金) (2013年 度 第4回)

    1.委 員 メ ンバ ー につ いて(NHK後 藤様 、 NICT隅 田様)

    2.前 回議 事録 の確認

    3.MT Summitの 出張 報告

    4.機 械 的 な評価 手法 につい ての活 動方 針

    5.NTTの 機械 翻 訳 シス テム につ いて紹介(須 藤様)

    6。Coling 14のWorkshop

    7.次 回の 開催 につ いて

      ・ 開催 の 日時

      ・ 主 な議題

2013年11月29日(金) (2013年 度 第5回)

    1.前 回議 事録 の確 認

    2.平 成25年 度報 告書 につ い て

    3.特 許 ・情 報 フ ェア&コ ンフ ァ レンスお よびJapio YEAR, BOOK 2013 Web公 開 に

      ついて

    4.次 回の開催について

     ・ 開催の日時

     ・ 主な議題

2014年1月24日(金) (2013年 度 第6回)

    1.前 回議事録 の確認

    2.「 第3回 拡大評価部会の報告」

    3.報 告書内容概要

    4.来 年度 の研究費 について(事 務局)

    5.次 回の開催について

     ・ 開催の日時

     ・ 主な議題

2014年3月7日(金) (2013年 度 第7回)

    1.前 回議事録の確認

    2.NICT渡 辺様講演 「SMTの 最前線」

    3.来 年度について

     ・ 開催の 日時

     ・ 主な議題
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AAMTIJapio特 許翻訳研究会 拡大評価部会

2013年10月11日(金)(2013年 度 第2回)

     1.前 回議事録の確認

    2.進 捗報告

    2.1自 動評価

    2.2人 手評価

    2.3テ ス トセ ッ ト

    3.そ の他

2014年1月24日(金)(2013年 度 第3回)

    1.前 回議 事録 の確 認

    2.報 告 書 内容 概 要(各 グルー プ よ り)

    3.そ の他

・5th Workshop on Patent Translation (研 究 会 主 催)

2013年9月2日(月)Acropolis Conference Centre, Nice, France

 (MT Summit XIV併 設Workshopと し て 開 催)
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一
  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナ ル55号 をお 送 り します 。

今 号 の巻 頭 言 は 、東 芝 ソ リュー シ ョン株 式 会 社 熊 野 明様 よ り、御 寄 稿 を頂 き ま した 。

AAMTの 対外活動の一環として、機械翻訳課題調査委員会が第23回JTF翻 訳祭にて行ったパネル

デ ィスカッション 「機械翻訳による競争戦略一機械翻訳で差別化できるか一」の内容を掲載いたしました。

また、理事の坂本義行先生からは、機械翻訳の歴史に関する貴重な御寄稿の第二弾を頂きました。

新 た な サ ー ビス ・製 品 の 紹介 と して 、 日本 特許 情 報 機 構(Japio)様 よ り、Japio世 界 特 許 情 報 検 索 サ ー ビス

(Japio-GPG)の 紹 介 を 、 ま た、 高 電 社 様 よ り、Androidス マ ー トフォ ン向 け 文 字 入 力 シス テ ム と連 携 した ク ラ

ウ ド型 翻 訳 ア プ リ 「翻 訳 キー ボ ー ド」 、お よび 、特 許 用 語 ・専 門用 語 を標 準 搭 載 した韓 国語 翻 訳 ソフ ト 「」 ソ ウル

9」 の 紹 介 を 、 それ ぞれ 御 寄稿 い た だ き ま した。

AAMT内 の活動報告 として、機械翻訳課題調査委員会から、 JTF翻 訳祭において実施 した 「実務翻訳における

機械翻訳の利用に関するアンケー ト」の結果報告、用語集形式UTXの 最新情報、および、 「AAMTフ ォーラム

メールマガジンバックナンバー」を掲載いたしました。

その他、 「AAMT会 員のひろば」の企画におきま しては、個人会員の紹介文1件 を掲載 しました。
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AAMT
Asia-Paci五c Association fbr Machine Translation

,. 入会 の ご案 内

 AAMTは 、機 械翻訳の発展 を 目的 と して、機械翻訳の研究者 、開発者 、製造者、利用者が集 まった

任意 の組織 です。委員会 に よる定期 的な調査研 究 をは じめ、機 関誌の発行、 シンポジ ウム、セ ミナー

等各 イベ ン トの開催 な ど幅広 く活動 を行 っています。

機械翻訳 に ご関心のあるすべ ての方 にご入会 をお勧 め します。

               **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購航が できます。

会員 には、機 関誌 であるAAMT Journal(年2～3回 発刊予定)が 送付 され ます。 購読料は年会 費に

含 まれ ています。

2.機械翻 訳関連 の最新情報 をメールで お届 け

会員 専用 メー リング リス トで、最新 の機会翻訳 関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製 品、新サー ビスの紹介、国際会議 、シンポジ ウムのお知 らせ 、 WEBで のMT関 連 記事 の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組織す る委 員会 や調査活動 に参加 し、機 械翻訳や翻訳 に関心 のあ る方 との交流 を深め、

知見 を広め る ことができます。

機械翻訳 に関す る言語資料 の調査 、広報 、標 準化活動 に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製 品、サ ー ビスの紹介 を行 うこ とができます。

4.関連機 関の主催す る国際会議 に参加 できます 。

IAMTの 主催 で隔年 開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA★ 、 EAMT**の 主催 す る会議や

ワークシ ョップに参加 できます。

AMTA★ :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association fbr Machine Translation

年会費は以下の通 りです。

法人会員:入 会金 1口 10,000円

個人会員:入 会金    1,000円

年会費1口50,000円

年会 費  5,000円(学 生は学生会費1,000円)

ご関心の ある方 は、事務局 までお問い合わせ くだ さい。

アジア太平洋機械翻訳 協会(AAMT)

ホー ムペー ジ:http:〃www.aamt.1TlfO

電子 メール:aamt・infb@aamt.1TlfO



            AAMT
    Asia-Pac流c Association fbr Machine Translation

          入会 申込 書

以下の通 り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メール ア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コ メ ン ト



アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)

       総会のご案 内

アジア太平洋機械翻訳協会

   会 長 中岩 浩巳

 アジア太平洋機械翻訳協会では、総会お よび報告会 ・懇親会などの関連行事を下記の通

り開催いた します。

会員の皆様には、以下の 日時を予定 してぜひご参加いただけれ ば幸いです。

 また関連行事 は会員 ・非会員の方々のいずれ も参加できます。

ぜひ多数 ご参加 くださいます よ う、ご案内申 し上げます。

プログラムな ど詳細 につ きま しては、後 日MLお よび書面にてご案内いた します。

 ***************************************************************

1.日 時 2014年6月17日(火) 午後

2.会 場:ホ テル ア ジュール 竹芝

      ア クセ ス:http:〃www.hotel-azur.com

2.1)総 会 お よび 関連 行 事

      同 ホテル 内16階 曙

2.2)懇 親 会

      同 ホテル 内21階 フ レンチ レス トラ ン 『ベ イサイ ド』

      ※懇親 会会 場 は今年 も東京 湾 の夜景 が 見 える最 上階 です。
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